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１　第２期厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要
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基本目標４
【転出抑制】

基本目標３
【合計特殊出生率上昇】

基本目標２
【雇用創出】

基本目標１
【転入促進】

誰もが安心して自分らしく生き生きと暮らせるまち

結婚・出産・子育ての希望をかなえることができるまちをつくる

働く場を創出し、経済活動が盛んなまちをつくる

地域の魅力発信・人材交流と都市機能の向上により、活気に満ちた
まちをつくる

　　我が国は、平成20（2008）年から既に人口減少時代に突入し、地域社会の維持や人口
　減少の克服という課題に直面しています。このような状況の中、平成26（2014）年11月
　に「まち・ひと・しごと創生法」が施行され、同年12月には、人口の現状と将来の展望
　を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び国の５か年の政策目標・施策
　の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。
　　これを受けて、地方公共団体においては、国の長期ビジョン及び国の第１期総合戦略
　を勘案して、地方公共団体における人口の現状と将来の展望を提示する「地方人口ビ
　ジョン」と地域の実情に応じた「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に努
　めることとなりました。
　　このような国の取組を踏まえ、本市では、平成28年（2016）年３月に本市における人
　口の現状を分析し、人口の将来展望と目指すべき将来の方向を示した「厚木市人口ビ
　ジョン」を策定するとともに、本市の実情に応じた、人口減少を克服するための施策を
　位置付ける「厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「第１期総合戦略」とい
　う。）を策定し、合計特殊出生率の上昇、定住促進及び雇用の創出に向けた取組を推進
　してきました。
　　本市においては、第１期総合戦略の対象期間が令和２（2020）年度をもって終了とな
　りましたが、今後も人口減少・超高齢社会の進展が見込まれることから、本市の実情に
　合わせた地方創生に向けた取組を引き続き推進する必要があります。
　　このため、最新のデータに基づき、人口の将来展望等を見直すために、人口ビジョン
　を改定するとともに、令和３（2021）年度を始期とする第２期厚木市まち・ひと・しご
　と創生総合戦略（以下「第２期総合戦略」という。）を策定しました。

　市民、事業者、議会及び行政が、人口減少に対する危機感及び問題意識を共有し、人
口の将来展望の実現に向け「合計特殊出生率の上昇」、「定住促進」及び「雇用の創
出」に市民協働で取り組み、将来にわたって活力ある地域社会の維持・発展を目指す。

１　第２期厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

(1) 策定の目的

　　第１期総合戦略の効果検証等で明らかとなった本市の課題や特徴等を踏まえ、次の四
　つの基本目標を設定し、人口の将来展望の実現に向けた施策に取り組みます。
　　また、政策効果を客観的な指標により検証・改善を行うため、施策ごとに重要業績評
　価指標（以下「KPI」という。）を設定しています。
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(3) 四つの基本目標

(2) 第２期総合戦略の基本方針



6,680人
→

6,620人

令和元（2019）年 令和８（2026）年

10,580人
→

10,500人

令和元（2019）年 令和８（2026）年

2

2 事業所数

転出抑制4

7 転出者数

8
20・30歳代の
転出者数

3

5 合計特殊出生率

合計特殊出生率上昇

雇用創出

4
法人均等割

納税義務者数

1.25

平成30（2018）年

6 出生数
1,453人

令和元（2019）年

1.44

令和８（2026）年

1,650人

令和８（2026）年

→
168,650人

令和８（2026）年

→
7,790事業所

→

→

令和８（2026）年

→
12,520事業所

令和元（2019）年 令和８（2026）年
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11,758事業所

7,310事業所

147,906人
従業者数

平成28（2016）年

令和元（2019）年

転入促進

数値目標

1
20・30歳代の
転入者数

→
令和元（2019）年

6,439人 6,500人

令和８（2026）年

基本目標

1

3

　　第２期総合戦略の対象期間の最終年度となる令和８（2026）年度の数値目標を、基本
　目標ごとに次のとおり定めています。

(4) 重要な視点

(5) 八つの数値目標

　　四つの基本目標を施策横断的に推進するため、次の四つを重要な視点として位置付け
　取り組みます。

○ SDGsの理念や目標達成に向けた施策の展開
○ Society5.0の実現に向けた技術を活用した地域課題の解決
○ 誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる地域社会の実現
○ 感染症に伴う新たな日常に対応した地域社会の構築



(6) 基本目標・施策の体系

　　四つの基本目標の達成に向け、八つの数値目標を設定し、具体的な施策に取り組み
　ます。

4

※数値目標

現状値 ➡ 目標値（令和８年）
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２　第２期総合戦略の効果検証について
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達成率 評価

80％以上100％未満

(4) 効果検証結果の活用

　　効果検証結果については、第２期総合戦略の着実な推進を行うために活用するととも
　に、「効果検証報告書」としてまとめ、公表します。

60％以上80％未満 やや遅れ

60％未満 遅れ

　ウ　効果検証は、客観性を担保するため、附属機関である、市民や産業界、行政機関、
　　大学、金融機関、及びメディア等の関係者で構成する「厚木市まち・ひと・しごと創
　　生総合戦略会議」から意見をいただきながら行います。
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２　第２期総合戦略の効果検証について

(1) 目的

　ア　第２期総合戦略の進行管理
　　　第２期総合戦略の数値目標を達成するためには、実施した施策・事業の検証と改善
　　を図る必要があります（計画策定（Plan）、推進（Do）、評価（Check）、改善
　　（Action）のPDCAサイクルの確立）。
　　　そこで、評価に当たっては、施策ごとにKPIを設定し、政策効果を客観的な指標に
　　より検証し、必要な改善を行います。
　イ　市民に対する説明責任
　　　第２期総合戦略の進捗状況や今後の方向性を公表し、市民の皆様と共有を図ること
　　により、市民と行政が一体となり、第２期総合戦略の取組を推進します。

(2) 対象年度

(3) 効果検証の方法

　ア　次の事項について、目標値に対する実績値を比較し、数値による進捗状況を明確に
　　します。なお、KPIに位置付ける市民実感度については、各年度に実施した調査結果
　　（当該年度の施策に対する実感度）を実績値としています。
　　(ｱ) 四つの基本目標に位置付ける八つの数値目標
　　(ｲ) 各基本目標に位置付けるKPI

　　令和４（2022）年度

　イ　評価の目安は、目標値に対する達成率に応じて次の区分のとおりとします。

おおむね順調

100％以上 順調



３　第２期総合戦略効果検証結果（総論）
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３　第２期総合戦略効果検証結果（総論）

【総合評価】
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令和４年度を対象とした令和５年度の効果検証については、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、事業の縮小・中止などがあったが、年間を通して緊
急事態宣言等が発出されなかったため、新型コロナウイルス感染症による影響
を除外せずに評価を行った。

この結果、人口の将来展望の実現に向けた四つの基本目標に位置付ける八項
目の数値目標の達成率については、未公表等により実績値を測ることができな
い三項目を除くと、四項目が100.0％、一項目が80.0％を超える結果となった。
また、基本目標のKPI達成率の平均についても91.4％となり、新型コロナウイル
ス感染症の影響が残っている中ではあったが、おおむね順調に進捗していると
評価する。

しかしながら、基本目標ごとにはそれぞれ課題もあり、更なる取組の充実が
求められる。基本目標１については、数値目標「20・30歳代の転入者数」の実
績値が高い反面、KPIの達成率平均は85.4％に留まっており、数値目標とKPIと
の間に乖離が見られる。住宅取得等支援事業を始めとした転入を促進する支援
の充実が効果的に働き、数値目標の達成に寄与していると考えられるが、魅力
発信に係る施策等に目標値未達成のKPIが多い結果となっている。更なる転入者
数の増加を目指し、都市間交流の促進や観光地の魅力創出に向けた取組の強化
が求められる。

基本目標２については、数値目標の実績値及びKPIの達成率平均がいずれも高
くなっているが、雇用者創出に係るKPIの実績値に低下が見られる。就職や転
勤、転職等の仕事都合による転入・転出が多い20・30歳代の定住を促進するた
め、若い世代が安定して市内で働けるよう、市内企業への就職支援の充実・強
化が必要である。

基本目標３については、数値目標「出生数」の達成率が85.9％となり、前年
の実績値を下回る1,308人という結果となった。日本全国で人口が減少してお
り、本市においても今後の人口減少を和らげるため、市民の結婚や子育てに関
する希望の実現に向けて、事業の課題等を抽出し十分に検証するとともに、取
組を着実に推進し、効果的な事業展開を図る必要がある。

基本目標４については、二つの数値目標が達成率100.0％となっている反面、
全転出者に占める20・30歳代の転出者数の割合が大きくなっている。20・30歳
代の減少による出生数や若年労働力の減少、地域の担い手不足等を解消するた
め、安心して子育てできる環境づくりや魅力のある労働・生活環境の整備等、
若い世代に選ばれるまちづくりが不可欠である。

令和５年度に実施する第２期総合戦略の改定に当たっては、国のデジタル田
園都市国家構想総合戦略の内容に加え、今回の効果検証結果で明らかになった
本市の現状と課題を踏まえた見直しを行い、本市の実情に合わせた地方創生の
取組をより一層推進する必要がある。

さらに、まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの指摘のとおり、施策の
進捗を測るための目標値が適切に設定されているか再度確認し、必要に応じて
目標値の見直しを図る必要がある。



【厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

令和４年度の施策・事業については、四つの基本目標に対する八項目の数値

目標及び施策ごとに設定したKPIの達成状況から、全体としては「おおむね順

調」に進捗していると評価する。特に、新型コロナウイルス感染症の影響が残

り、施策の推進にも制限があった中、実績値を取得できた五項目のうち四項目

の数値目標において、達成率100.0％という結果に繋がったことは、目標達成に

向けた努力の成果であると言える。コロナ禍が明けた令和５年度以降は、更な

る施策の加速を期待したい。

基本目標別に見ると、基本目標１を除く三つの基本目標については、KPIの達

成率平均が90.0％以上の結果となっており、引き続き、高い達成率を保持しな

がら、目標値の達成に向けて取り組まれたい。

しかしながら、個々の取組を見ると、達成率が低いKPIや達成率が低下してい

る数値目標（出生数等）があるため、様々な角度から要因分析を行い、達成率

の向上に資する取組を推進されたい。

また、実績値が目標値を２年連続で大幅に上回っているKPI（中心市街地商店

街空店舗対策事業補助金交付申請店舗数、住宅取得等支援事業による転入者数

（累計）、中小企業相談件数等）については、各事業の進捗や成果を検証した

上で、目標値の見直しを検討されたい。

なお、今年度は本市総合戦略の改定が予定されている。デジタル技術を活用

し、本市の実情に合わせた地方創生に向けた取組の一層の推進を図られたい。
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基本目標１（転入促進）

４　基本目標ごとの評価
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基本目標１

施策の方向性

地域の魅力発信・人材交流と都市機能の向上により、活気
に満ちたまちをつくる

あつぎの魅力を全国へ発信し、機能的でにぎわいのあるま
ちづくりを推進するとともに、20・30歳代を中心とした若
い世代の転入・定住促進に関する支援の充実を図ります。

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

6,149 6,765

【基本目標１の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

85.4% 評価 おおむね順調

・数値目標「20・30歳代の転入者数」については、実績値が目標値を上回り、
達成率は100.0％となった。一方、KPIの達成率平均が85.4％となっていること
から、各KPIの目標値達成に向け、関連する事業を着実に推進していく必要があ
る。
・住宅取得等支援事業や専門職の転入奨励助成事業については、若年世代の転
入を促進する取組であるため、引き続き積極的に事業を展開する必要がある。
・国内外の友好都市との交流活動や年間観光客数については、新型コロナウイ
ルス感染症が落ち着いたことで回復傾向にあるが、目標値を達成していないた
め、市内外の交流による地域の活性化に向けた取組の一層の充実を図る必要が
ある。

・新型コロナウイルス感染症の影響で十分な活動ができなかった中、数値目標
「20・30歳代の転入者数」の実績値が増加したことは、厚木市の魅力発信が
しっかりとなされたものとして評価する。
・数値目標「20・30歳代の転入者数」の増加については、特に若年世帯住宅取
得支援の取組が効果的だったことがうかがえるので、引き続き、しっかりと取
り組まれたい。
・市の魅力を発信する際、世代によって利用するメディアが異なることに留意
する必要がある。例えば、既に定住している世代の活躍を若い世代が利用する
メディアで発信する等、自身が将来、厚木市に定住している姿を想起させるよ
うな発信方法を検討されたい。

20・30歳代の転
入者数

6,439人
（令和元年）

目標値

実績値

達成率

6,455 6,463 6,471 6,479 6,487 6,500

95.3% 100.0%



100.0%
(109.3%)

100.0% 85.9%
(103.0%)

35.6%

54.2%9.1%

(101.4%)
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本市の魅力が市
内外に発信され
ていると思う市
民の割合

42.2％
目標値 43.5

（令和２年度）

達成率

（令和元年度）

達成率

実績値 44.8

主な取組 ② 観光地の魅力創出

KPI 現状値

28.0%

90.0

95.9%

50.0

38.5

Ｒ６ Ｒ７

90.090.0

98.2%

44.8 46.1 47.4 48.7

79.5%

具体的な施策 1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

主な取組 ③ あつぎの魅力の発信力強化

KPI 現状値

88.4
87.8％

98.4

Ｒ８

あつぎの魅力創造・
交流事業において、
「あつぎの魅力を感
じることができた」
と思う事業参加者の
割合

目標値 90.0 90.0 90.0

実績値

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

50.0

実績値 43.6 42.2

100.0%

温泉、ハイキング
コース、イベントな
ど、観光資源の活性
化が図られていると
思う市民の割合

42.6％
目標値 43.0 44.0 45.5 47.0 48.5

（令和元年度）

達成率

年間観光客数
2,942,000人

（令和２年度）

達成率

3,500,000

実績値 1,081,007 2,487,409

（令和元年度）

達成率

Ｒ７ Ｒ８

目標値 3,035,000 3,128,000 3,221,000 3,314,000 3,407,000

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ５ Ｒ６

具体的な施策 1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

27 28 30

実績値 2 13
海外友好都市等
との交流活動件
数

15件
目標値 22 24 25

具体的な施策

主な取組 ①

1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

都市間交流の促進

（令和元年度）

達成率

28 29 30

実績値 7 19

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

KPI Ｒ７ Ｒ８

国内友好都市と
の交流活動件数

22件
目標値 25 26 27

現状値 Ｒ３ Ｒ４

73.1%



具体的な施策 2

主な取組 ①

中心市街地の歩
行者数

（令和元年度）

達成率

100.0% 100.0%
(225.0%) (150.0%)

100.0%
(109.2%)

100.0%

0.0%
(0.0%)

(101.8%)

具体的な施策 2 機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

主な取組 ② 商業の活性化

KPI 現状値

89.3% 85.4%

都市機能の向上

109,836人

目標値 110,000 110,500 111,000 111,500 112,000 112,500

実績値 98,282 94,327

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）
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機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

中心市街地商店
街空店舗対策事
業補助金交付申
請店舗数

８件
目標値 8 8 8 8 8 8

実績値 18 12（令和２年度）

達成率

子育てパスポー
トAYUCOカード取
得率

74.0％
目標値 78.0 82.0 86.0 88.0 89.0 90.0

実績値 85.2（令和２年度）

達成率

子育てパスポー
トAYUCOカード取
得者数

－人
目標値 － 10,000 11,000 12,000 13,000 14,000

実績値 － 10,178
－

達成率 －

指標変更



【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）
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KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

1,320

実績値 275 563（令和元年度）

達成率 100.0% 100.0%
(125.0%) (128.0%)

930

実績値 83 171（令和元年度）

達成率 66.9% 65.8%

保育士、幼稚園教
諭、看護職、介護職
等転入奨励助成事業
による転入者数（累
計）

75人
目標値 124 260 409 570 744

住宅取得等支援
事業による転入
者数（累計）

101人
目標値 220 440 660 880 1100

具体的な施策 3 20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

主な取組 ① 転入を促進する支援の充実
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基本目標２（雇用創出）

19
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達成率 -

-

12,52012,408

-

-

基本目標２ 働く場を創出し、経済活動が盛んなまちをつくる

施策の方向性

新たな産業拠点の創出や企業の誘致を推進するとともに、
中小企業等の更なる成長を促進するための施策を推進しま
す。また、若い世代が安定して市内で働けるよう、市内企
業への就職支援の充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

目標値 11,971 12,079 12,187 12,297

166,649

（令和元年度）

147,906人

目標値 158,586 160,648

実績値 - -

162,649 164,649

従業者数

95.4%

【基本目標２の進捗状況及び評価】

91.1% 評価 おおむね順調

168,650

実績値 151,282

・数値目標「事業所数」及び「従業者数」については、５年ごとの調査のため令和４年度の
実績値はないが、「法人均等割納税義務者数」は実績値が目標値を上回り、達成率が100.0％
となった。KPIの達成率平均も91.1％となり、基本目標２の施策はおおむね順調に進捗してい
る。
・企業立地に関するKPIについては目標値を達成しており、企業の誘致は順調に進捗してい
る。しかし、KPI「企業誘致・立地による雇用者創出数」の達成率が前年度より低下している
ため、引き続き、企業誘致・立地の推進による働く場の創出と雇用の促進に向けた取組の更
なる充実・強化を図る必要がある。

（平成28年度）

達成率

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

・KPIの平均達成率が91.1％となっており、具体的な施策の進捗については評価する。
・市内の充実した交通網をいかし、更なる産業拠点の創出に取り組み企業誘致を進めるとと
もに、市内企業の雇用促進のため、企業と求人者とのマッチングを工夫されたい。
・KPI「中小企業相談件数」の相談内容を分析し、地域の活性化に向けた取組を検討された
い。
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業の資金繰り対策で実施された融資につ
いては、返済が本格的に始まっており、資金繰りに苦しむ企業が生まれる可能性があるた
め、動向を注視されたい。

7,715

事業所数
11,758事業所

7,790

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

法人均等割納税
義務者数

7,310事業所

目標値

実績値（令和元年度）

達成率 100.0% 100.0%

7,557 7,709

7,443 7,510 7,578 7,646



40.0% 100.0%
(180.0%)
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100.0% 100.0%
(140.0%)

60.0% 46.7%

主な取組 ① 新たな産業拠点の創出

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

5

現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

具体的な施策 1

５人
目標値 10 15 20 20 20 20

実績値 6 7

5目標値 5 5 5

実績値 2 9

5 7

達成率

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

（令和２年度）

達成率

② 企業誘致の推進

5 13

企業立地制度適
用件数

企業誘致・立地
による雇用者創
出数

主な取組

具体的な施策

（令和２年度）

達成率

３件

（令和２年度）

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

1

5

Ｒ８

３社
目標値

実績値

森の里東及び酒
井土地区画整理
事業用地におけ
る立地企業数
（累計）

10 13 13

Ｒ７

5

KPI



【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

0.0% 100.0%
(133.3%)

100.0% 100.0%
(209.4%) (202.2%)

22

2 地域経済を活性化させる企業活動を支援する

① 中小企業の経営支援

Ｒ８

具体的な施策

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

2,100

（令和２年度）

達成率

実績値 3,350 3,437

4

1,500件
目標値 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000

（令和２年度）

達成率

０人
目標値 2 3 4 4

実績値 0 4

中小企業相談件
数

市の支援策によ
り創業した人数

主な取組

4



84.5% 100.0%
(109.7%)

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

23

181

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

3 若い世代の市内企業への就職を支援する

① 市内企業への就職支援の充実

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

奨学金返済助
成件数

主な取組

具体的な施策

（令和元年度）

達成率

175 175

実績値 131
50件

目標値 155 165 175 175



24



25

基本目標３（合計特殊出生率上昇）
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【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

【基本目標３の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

97.9% 評価 おおむね順調

1,650

実績値 1,353

1.42 1.44

実績値 未公表 未公表

基本目標３
結婚・出産・子育ての希望をかなえることができるまちを
つくる

施策の方向性
出会いや交流の場を創出するとともに、妊娠から出産、子
育て期にわたる切れ目のないサービスの提供や、魅力ある
教育環境の充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

合計特殊出生率
1.25

目標値 1.31 1.33 1.36 1.39

（平成30年）

達成率 - -

出生数
（令和元年）

達成率

1,453人
目標値 1,499 1,522 1,556 1,590 1,625

1,308

90.3% 85.9%

・KPIの達成率平均が97.9％となっており、具体的な施策の進捗については評価
するが、数値目標「出生数」との相関関係については検証されたい。
・子育て世帯への支援事業を始めとした全ての主な取組でおおむね順調に進捗
している。引き続き、目標値達成に向けて施策に取り組むとともに、市内企業
に対する男性の育休取得促進の働きかけや、就学後児童の子育て支援等を推進
し、KPI「子育てサービスが充実していると思う市民の割合」の実績値上昇に向
けて取り組まれたい。

・数値目標「合計特殊出生率」については、令和６年度に公表予定であるため
実績値はないが、「出生数」は達成率が85.9％で前年度より低下している。一
方、KPIの達成率平均が97.9％となっていることから、各施策の取組内容を工夫
し、数値目標の達成に寄与する施策を展開する必要がある。
・KPI「出会いの場・交流の場事業の参加者の満足度」や「子育てサービスが充
実していると思う市民の割合」の達成率が前年度より低下していることから、
事業参加者や市民のニーズを捉えた事業展開を検討する必要がある。
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【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

具体的な施策 1 結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

主な取組 ① 出会いの場や交流の場の創出

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

（令和元年度）

達成率

実績値 100.0 76.0

90.090.0 90.0 90.0 90.0
出会いの場・交
流の場事業参加
者の満足度

88.7％
目標値 90.0

100.0% 84.4%
(111.1%)



具体的な施策 2 妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組

(150.4%) (109.0%)

① 妊娠・出産への支援の充実

妊娠届出率（妊
娠11週以下）

80.9％
目標値

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率

100.0%
(108.7%) (107.5%)

100.0%

実績値 87.6 84.9

実績値 68.2 64.0

100.0% 100.0%

具体的な施策 2

子育て日常生活
支援事業の支給
件数

15,500件
目標値 18,600 18,000 18,000

実績値 19,635 18,886

(105.6%) (104.9%)

具体的な施策 2

（令和２年度）

達成率

子育てリフレッ
シュ講座参加者
の満足度

91.8％

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組 ③ 子育て環境の充実

KPI 現状値

保育施設等入所
率

100.0%

99.9％
100.0 100.0

3,609 3,270
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100.0%

100.0% 100.0%

95.0

4,000

Ｒ７

18,050

実績値 100.0 100.0

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

目標値 92.0

実績値 100.0 100.0

実績値

18,050

ファミリー・サ
ポート・セン
ター援助活動件
数

2,100件
目標値 2,400 3,000 4,000 4,000 4,000

（令和元年度）

達成率

（令和２年度）

達成率

Ｒ５

Ｒ８

18,100

Ｒ７

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組 ② 子育て世帯への支援の充実

67.0 67.2

（令和元年度）

達成率

（令和２年度）

達成率

93.0 94.0 95.0 95.0

99.9%
(103.1%)

100.0% 96.4%
(103.0%)

Ｒ６

100.0%

Ｒ８

85.0 85.0 85.5 85.5

66.6 66.8

Ｒ３

66.2 66.4

86.0

Ｒ６

86.0

Ｒ４

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

KPI 現状値

子育てサービス
が充実している
と思う市民の割
合

66.0％
目標値



【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

29

具体的な施策 3 子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

主な取組 ① 魅力ある教育環境の充実

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

95.5 97.1

全国学力・学習状況
調査の思いやりに関
する設問に肯定的に
回答した児童・生徒
の割合

86.3％
目標値 87.5 88.0 88.5

全国学力・学習状況
調査の全国の平均正
答率に対する厚木市
の達成率

99.5% 100.0%
(100.1%)

100.0% 100.0%

89.0 89.5

（令和元年度）

達成率

（令和元年度）

達成率

95.8％

(101.3%) (100.2%)

実績値 88.6 88.2

実績値

90.0

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

100.0 101.099.0目標値 96.0 97.0 98.0
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基本目標４（転出抑制）
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20・30歳代の転
出者数

6,680人
6,620

実績値 5,958 5,995

・数値目標「転出者数」及び「20・30歳代の転出者数」については、実績値が
目標値を上回り、達成率は100.0％となった。KPIの達成率平均も91.2％とな
り、基本目標４の施策はおおむね順調に進捗している。
・KPI「特定健康診査の受診率」及び「文化芸術事業の参加者数」の達成率が低
くなっていることから、誰もが生き生きと活躍できる場を創出するため、積極
的な受診勧奨や文化芸術を発信する機会の拡大を図るなど、取組の充実を図る
必要がある。
・KPI「幹線道路（１・２級市道）等の整備延長（累計）」の達成率が前年度よ
り低下していることから、魅力的な生活圏の形成に向けた計画的な道路整備工
事等に取り組む必要がある。

・KPIの達成率平均が91.2％となっており、具体的な施策の進捗については評価
する。
・転出者数の内、20・30歳代の割合が高いため、転出理由や属性の検証、他市
比較等の要因分析を行い、若年世代の転出を抑制する効果的な施策を講じられ
たい。
・更なる転出抑制を推進するため、生活環境や交通利便性の向上等、定住促進
に資する施策を積極的に展開されたい。

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

目標値 6,664 6,656 6,648 6,640 6,632

【基本目標４の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

91.2% 評価 おおむね順調

（令和元年）

達成率 100.0% 100.0%

10,525 10,514 10,500

実績値 9,582 9,473

目標値 10,558 10,547 10,536

基本目標４
誰もが安心して自分らしく生き生きと暮らせるまちをつく
る

施策の方向性

誰もが活躍できる場の創出、安心・安全を確保する基盤の
整備、利便性の高い交通環境による魅力的な生活圏の形成
を推進します。また、着実に計画を推進するために庁内体
制の強化・充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

転出者数
10,580人
（令和元年）

達成率 100.0% 100.0%



96.4%

204

69.7

100.0%
(119.7%)

86.1% 78.5%

100.0% 100.0%
(102.0%)

100.0% 98.0%
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（令和元年度）

達成率

市民協働事業の
実施事業数

352件
373

実績値 345 432

目標値 358 361 364 367 370

100.0% 94.0%

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市内で活動する
市民活動団体数

211団体
目標値 214 217 220 223

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率

226 229

実績値 214

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

主な取組 ③ 市民協働の更なる推進

（令和元年度）

達成率

文化芸術事業の
参加者数

4,729人

0.0% 54.4%

5,200

実績値 0 2,720

目標値 4,950 5,000 5,050 5,100 5,150

(105.8%)

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

公民館での学
級・講座参加者
の満足度

70.1％
目標値 70.6 71.1 71.6 72.1

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率

72.6 73.1

実績値 74.7

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

主な取組 ② 学ぶ場と活躍の場の創出

（令和元年度）

達成率

92.8 91.5
健康増進のため
に取り組んでい
ることがある市
民の割合

90.0％
目標値 91.0 93.5

実績値

（令和元年度）

達成率

特定健康診査の
受診率

36.3％

91.5 92.0 92.5 93.0

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

43.0

実績値 32.7 30.6

Ｒ７ Ｒ８

目標値 38.0 39.0 40.0 41.0 42.0

主な取組 ① 市民の健康保持増進

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する



79.6% 73.5%

100.0% 98.3%
(101.5%)

100.0% 100.0%

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

実績値 89.9 89.0

92.1 93.0 94.0 95.0

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

100.0% 100.0%
(103.5%) (101.7%)
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92.0

セーフコミュニティ
に関する研修会等参
加者のセーフコミュ
ニティに対する意識
高揚度

86.5％
目標値 92.7 93.6 94.5 95.4 96.4

（令和元年度）

達成率

（令和元年度）

達成率

97.4

実績値 94.1

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

刑法犯認知件数
1,259件

目標値 900 810 729 656

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

590 531

実績値 1,131 1,102

具体的な施策 2 市民生活における安心・安全の向上を図る

主な取組 ② 安心・安全な環境の整備

（令和元年度）

達成率

住宅の耐震化率
89.8％

(101.8%) (100.9%)

96.0

実績値 92.7 92.9

目標値 91.1

災害に備えてい
ることがある市
民の割合

86.3％
目標値 86.9 87.5 88.2 88.8

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率

89.4 90.0

具体的な施策 2 市民生活における安心・安全の向上を図る

主な取組 ① 防災・減災対策の充実・強化



64.4% 62.0%

100.0% 100.0%
(100.2%)

100.0% 98.0%

8.19

100.0% 99.8%

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

80.6 80.6

実績値 79.7 80.4

(100.4%)
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（令和２年度）

達成率

親しみやすい水
辺空間が整って
いると思う市民
の割合

43.7％

(103.2%)

48.0

実績値 45.8 44.2

目標値 44.4 45.1 45.8 46.5 47.2

(100.4%)

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市民一人当たり
の公園及び緑地
面積

8.15㎡/人

目標値 8.16 8.17 8.17 9.61

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率

9.65 9.65

実績値 8.19

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ③ 憩いや安らぎの場の創出

（令和元年度）

達成率

幹線道路（１・
２級市道）等の
整備延長（累
計）

103m

3

623

実績値 134 219

目標値 208 353 473 523 573

100.0% 100.0%

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

コミュニティ交
通導入検討地区
数（累計）

１地区
目標値 2 3 4 5

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率

6 7

実績値 2

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ② 利便性の高い交通環境の充実

スーパーマー
ケット・ドラッ
グストアの徒歩
圏人口カバー率

79.4％
目標値 79.4 80.6 80.6 80.6

KPI

（令和元年度）

達成率

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ① 快適な生活環境の創出

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５



83.6%

【重要業績指標（KPI）及び実績値】（達成率のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率。）

実績値 87.3 83.6第７次行政改革
の推進度

－

KPI 現状値

（令和２年度）
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81.8 100.0

実績値 18.2 31.8

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

自主・自立のまちづくりを推進する

公共施設個別施
設計画に基づく
第１期短期再編
プログラムの進
捗率

－
目標値 18.2 31.8 45.5 63.6

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 100.0% 100.0%

主な取組 ③ 公共施設の適正配置の推進

（令和元年度）

達成率

職務遂行能力が
向上していると
感じている職員
の割合

85.1％
目標値 90.0 90.0 90.0 90.0

具体的な施策 4

90.8% 91.8%

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

90.0 90.0

実績値 81.7 82.6

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

具体的な施策 4 自主・自立のまちづくりを推進する

主な取組 ② 庁内組織体制の最適化と人材育成

（令和元年度）

達成率

市税収納率
98.81％

100.0% 100.0%
(100.3%) (100.1%)

99.10

実績値 99.11 98.95

目標値 98.85 98.90 98.85 99.00 99.05

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

達成率

100.0 100.0

87.3%

具体的な施策 4 自主・自立のまちづくりを推進する

主な取組 ① 積極的な財源の確保



主な取組　令和４年度の実績

別冊



基本目標１

具体的な施策１
関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

具体的な施策２
機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

具体的な施策３
20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

基本目標２

具体的な施策１
雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

具体的な施策２
地域経済を活性化させる企業活動を支援する

具体的な施策３
若い世代の市内企業への就職を支援する

基本目標３

具体的な施策１
結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

具体的な施策２
妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

具体的な施策３
子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

基本目標４

具体的な施策１
誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

具体的な施策２
市民生活における安心・安全の向上を図る

具体的な施策３
魅力的な生活圏を形成する

具体的な施策４
自主・自立のまちづくりを推進する
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1

【基本目標　１】

地域の魅力発信・人材交流と都市機能
の向上により、活気に満ちたまちをつ
くる

～転入促進～



基本目標　１

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　国内友好都市との訪
問団の受入れ及び派遣
を行うとともに、国内
友好都市との交流事業
を行う市民団体に補助
金を交付し、民間交流
の活性化を図ります。

国内交流
推進事業

①糸満市平和教育（語り部）訪問
団を受入れた。
・語り部１人、随行１人
②あばしり七福神まつりへ経済交
流訪問団を派遣した。
・観光協会１人、職員２人
③糸満市バスケットボール交流訪
問団を受入れた。
・小学生40人、監督、保護者等10
人
④あばしりオホーツク流氷まつり
へ市民訪問団を派遣した。
・公募市民11人、職員２人
⑤横手の雪まつりへ代表訪問団を
派遣した。
・友好交流委員会２人、職員等３
人

国内友好都市
との交流活動
件数

件 7 19

　海外友好都市等との
訪問団の受入れ及び派
遣を行うとともに、海
外友好都市等との国際
交流事業を行う市民団
体及び市内大学に補助
金を交付し、民間交流
の活性化を図るほか、
海外学生等のホームス
テイを受け入れます。

国際交流
推進事業

①NZ男子バスケットボールチーム
のキャンプを受入れた。
・選手等　25人
②NZとのオンライン交流を実施し
た。
・市内保育園　３回
③韓国軍浦市へ代表訪問団を派遣
した。
・職員　３人
④韓国軍浦市から代表訪問団を受
入れた。
・軍浦市職員　４人
⑤アメリカニューブリテン市へ代
表訪問団を派遣した。
・友好交流委員会　１人、職員等
３人
⑥NZ短期留学プログラムを実施し
た。
・公募高校生　10人、職員　３人
⑦揚州市とのオンライン交流を実
施した。
・本市高校生13人、揚州市高校生
30人

海外友好都市
等との交流活
動件数

件 2 13

　自治体相互が連携
し、より一層の市民
サービスの向上につな
がる取組を行うととも
に、近隣市町村と共通
する行政課題等の解決
に向けた調査・研究を
行います。

広域都市
連携推進
事業

①厚木・愛甲まちづくり研究会を
開催し、パートナーシップ宣誓制
度自治体間連携協定を締結した。
②県央相模川サミットを開催し、
カーボンニュートラル推進に向け
た共同宣言を行った。

都市間連携の
実施件数

件 50 50

大山エリア
（厚木市・伊
勢原市・秦野
市）の観光消
費額（年間）

千円 13,092,965 21,792,730

宮ヶ瀬エリア
（厚木市・愛
川町・清川
村）の観光消
費額（年間）

千円 6,834,488 15,311,490

2

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

都市間交流の促進

　近隣の自治体や観光
協会、関係団体等と協
働し、広域連携による
観光プロモーションを
行うことで、回遊性や
情報発信力を高め、観
光地としての魅力を向
上させ誘客の促進を図
ります。

広域連携
観光推進
事業

　広域行政連絡会観光推進専門部
会（厚木市、伊勢原市、秦野市、
愛川町、清川村及び関係団体）に
おいて連携を強化し、厚木市観光
協会のホームページにコンテンツ
を設け、エリアとしての観光PRを
推進した。
　また、丹沢大山観光キャンペー
ン推進協議会において、PR動画
（秦野市、伊勢原市、小田急電
鉄）を作成し、インターネット上
で公開した。



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　産業と観光の振興を
図るとともに、市民の
ふれあいを深めるた
め、「あつぎ鮎まつ
り」や「あつぎ飯山桜
まつり」など、魅力あ
る観光イベントを開催
します。

観光行事
推進事業

①第76回あつぎ鮎まつりを開催し
た。
・開催日　令和４年11月５日(土)
・開催場所　相模川河川敷三川合
流点、厚木中央公園、なかちょう
大通り・厚木一番街
・来場者数　18万人
②あつぎ飯山桜まつりは雨天のた
め中止した。
・開催日　令和５年３月

観光消費額
（年間）

千円 6,290,170 14,454,002

　豊かな自然や温泉等
の既存の観光資源を活
用するとともに、地域
団体や事業者との協働
により、新たな観光資
源を創出し、地域の活
性化を図ります。

観光資源
活性化事
業

①森林など豊かな自然環境を有効
に活用するために作成したサイク
リングのモデルルートを活用し、
デジタルスタンプラリーを実施し
た。
・参加者　370人
②本市のアウトドアフィールドの
優位性を広く周知するため、アウ
トドアイベントを開催した。
・参加者　約3,000人
③地域と共同で地域資源を活用し
た花の里づくりを推進するため、
花の育成に必要な消耗品を購入し
た。
④地域の観光資源活性化を図るた
めに、活動する団体に対し、費用
の一部を補助した。
・交付団体　２件

飯山・七沢地
区の延べ観光
客数（年間）

人 933,324 1,239,525

　市内の観光施設や飲
食店などの受入環境を
整備することで、訪れ
た観光客の満足度向上
を図り、リピーターを
含む観光客の拡大に繋
げます。

受入環境
整備事業

　旅行客の受入環境を向上させる
ため、一般社団法人厚木市観光協
会が実施する「講演会及びバスセ
ミナー」に対し、費用の一部を補
助した。
　また、新たな観光資源となりう
る「不動の滝」周辺地域につい
て、新たな観光ルートとしての可
能性を調査・研究し、商品化に繋
げるために必要な事項をまとめ
た。

市内の延べ観
光客数（年
間）

人 1,081,007 2,487,409

健康づくり大
学参加者のう
ち、満足した
人の割合

％ 100.0 90.0

森林セラピー
ツアー参加者
のうち、満足
した人の割合

％ 100.0 90.0

3

　飯山地区及び七沢地
区において、自然と温
泉等の観光資源をいか
した「森林セラピー事
業」や「健康づくり大
学」を実施し、観光客
の増加を図ります。

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

観光地の魅力創出

健康づく
り村推進
事業

　厚木市観光協会が実施する事業
に対し、費用の一部を補助した。
・森林セラピーツアー開催回数
４回
・健康づくり大学開催回数　７回



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

飯山白山森林
公園桜の広場
周辺整備の進
捗状況

－
工事・測

量・実施設
計

現況測量を
実施

庫裡橋から飯
山白山森林公
園桜の広場ま
での整備の進
捗状況

－ － 検討会を開催

白山ハイキン
グコース及び
白山展望台周
辺整備の進捗
状況

－ － 検討会を開催

大山エリア
（厚木市・伊
勢原市・秦野
市）の観光消
費額（年間）

千円 13,092,965 21,792,730

宮ヶ瀬エリア
（厚木市・愛
川町・清川
村）の観光消
費額（年間）

千円 6,834,488 15,311,490

4

　飯山白山森林公園桜
の広場を中心とするエ
リアについて、観光拠
点としての機能強化に
向けた整備を進めま
す。

　近隣の自治体や観光
協会、関係団体等と協
働し、広域連携による
観光プロモーションを
行うことで、回遊性や
情報発信力を高め、観
光地としての魅力を向
上させ誘客の促進を図
ります。

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

観光地の魅力創出

飯山白山
森林公園
桜の広場
周辺整備

事業

広域連携
観光推進
事業

　庫裡橋から白山山頂までの現況
測量を実施した。
　また、飯山白山森林公園桜の広
場周辺整備検討委員会を２回開催
し、整備内容について検討を行っ
た。

　広域行政連絡会観光推進専門部
会（厚木市、伊勢原市、秦野市、
愛川町、清川村及び関係団体）に
おいて連携を強化し、厚木市観光
協会のホームページにコンテンツ
を設け、エリアとしての観光PRを
推進した。
　また、丹沢大山観光キャンペー
ン推進協議会において、PR動画
（秦野市、伊勢原市、小田急電
鉄）を作成し、インターネット上
で公開した。



具体的な施策　１

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　本厚木駅及び愛甲石
田駅周辺等にデジタル
サイネージ（電子看
板）を設置し、イベン
トや観光情報、市から
のお知らせなどの情報
を発信します。

デジタル
サイネー
ジ設置事
業

　中町第２－２地区などへの設置
に向けた検討を進めた。

デジタルサイ
ネージの中町
第２－２地区
等への整備の
進捗状況

－ 調査・研究 調査・研究

　市の広報番組をケー
ブルテレビで放送する
とともに、イベントや
市政情報等をテレビ・
ラジオの情報番組を通
じて、市内外に広く発
信します。

映像メ
ディア活
用事業

①ケーブルテレビで市の広報番組
を作成、放映した。
・１日３回（各15分）、月２回、
　年間24回放映、65番組を作成
②tvk情報番組「猫のひたいほどワ
イド」（毎週月曜～木曜、12:00～
13:30、生放送）の自治体情報提供
コーナー「猫ひたインフォ」でPR
を行った。
・１日２回（各３分）、月２回、
　年間24回放映
③FMヨコハマ｢ラブリーデイ｣(毎週
月曜～金曜、９時～12時)の自治体
情報コーナー｢エリアナビ｣でPRを
行った。
・１回３分（毎月第１･３火曜）、
月２回、年間24回放映

映像メディア
による広報が
効果的と感じ
た人の割合

％ 80.0 67.6

あつぎの魅力
創造・交流事
業において、
「あつぎの魅
力を感じるこ
とができた」
と思う事業参
加者の割合

％ 88.4 98.4

事業（出会い
の場・交流の
場）参加者の
満足度

％ 100.0 76.0

　「浜の活力再生プラ
ン」に基づき、アユの
保護やアユを活用した
六次産業化等の取組
を、相模川の流域市町
村及び内水面漁業関係
者と連携し支援しま
す。

浜の活力
再生プラ
ン推進事
業

　浜の活力再生プラン（第２期）
に基づき、漁業収入の向上や天然
アユの保護及び漁場の環境整備に
取り組んだ。

天然アユ遡上
数

尾 2,039,700 8,027,000
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　若い世代で構成する
組織において、住みた
い、働きたい、訪れた
いと思える魅力あるま
ちづくりに向けた事業
を実施し、あつぎの魅
力を全国に発信しま
す。

あつぎの
魅力創
造・交流
事業

①雑誌やインスタグラムにおける
広告掲載、小田急電鉄車内におけ
るドアステッカー広告掲載を行
い、広く厚木の魅力をPRした。
②市内において、CHiKaフェス2022
開催時に対面でのあつぎの魅力を
感じるイベントとして#niceatsugi
パーティを実施し、シビックプラ
イドの醸成及び定住促進を図っ
た。
③婚活ツアーを実施し、結婚を希
望する市民の皆様に対し、出会い
の場を提供した。

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

あつぎの魅力の発信力強化



具体的な施策　１

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　魅力ある観光資源を
市内外に広くPRするた
め、パンフレットの作
成や各種メディア、SNS
を活用した情報発信を
展開し、観光客の誘致
拡大を図ります。

観光プロ
モーショ
ン事業

①観光PR動画を作成し、ツイッ
ター、フェイスブック及びインス
タグラムで配信した。
・リーチ数
  ツイッター　4,571
　フェイスブック　2,024
　インスタグラム　1,182
②ハイカー向け観光マップをリ
ニューアルし、観光施設に配架し
た。
・作成部数　10,000部
③大山ケーブル駅構内にPR電飾看
板を設置し、大山からの誘客促進
を図った。
④交通事業者と連携した事業を実
施する、厚木市観光協会に対し、
費用の一部を補助した。
⑤タクシー事業者と連携し、周遊
型観光の促進を図った。
⑥小田急電鉄（株）と連携しＰＲ
動画の放映やＢ１サイズのポス
ターを作成した。
⑦観光プロモーションのツールと
してマスコットキャラクター「あ
ゆコロちゃん」を活用した、啓発
物品を作成した。
⑧本市の魅力となる優れた食を
「あつぎ食ブランド」として認定
した。
・新規認定件数　４件

厚木市観光協
会ホームペー
ジのアクセス
件数

回 121,087 101,795

　「厚木市景観計画」
に基づき、建築物の景
観誘導を推進するとと
もに、市内における景
観の魅力発信を行いま
す。

景観形成
推進事業

　市内の景観資源を発掘し、ソー
シャルネットワークにより情報発
信することができた。
　また、厚木の魅力（まちの景
観）について、厚木市民情報提供
システム「スマ報」からの投稿が
数多く寄せられた。

厚木市民情報
提供システム
「スマ報」に
よる厚木の魅
力（まちの景
観）投稿件数

件 126 127
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関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

あつぎの魅力の発信力強化



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　本厚木駅やアミュー
あつぎ、バスセンター
など、市街地の主要施
設を結ぶ導線となる地
下道の活性化を図りま
す。

地下道活
性化事業

①本厚木駅前東口地下道活性化実
行委員会に事業を委託し、次の内
容を実施した
②CHiKaフェス2022を開催した
・参加者数　２日間延べ２万人
③市民提案事業を実施した
・８団体８事業延べ26日
④イメージアップ事業を実施した
・柱巻き１か所

事業実施時の
地下道の通行
量

人／日 0 9,942

　駅周辺や公共施設な
どで容易にインター
ネットに接続できる衆
無線LAN（Wi-Fi）を整
備します。

公衆無線
LAN整備事
業

　公衆無線LAN環境の新規整備検討
と既存箇所の管理運用を行った。
サービス提供エリア：28か所
Atsugi Free Wi-Fi利用実績(※令
和５年３月31日現在)
・登録者数　　　：149,670人
・利用者数(累計)：1,739,846人

無線LAN（Wi-
Fi）整備箇所
数
※カッコ内は
総数

か所
14

(28)
検討

複合施設整備
の進捗状況

－ 基本設計 実施設計

厚木バスセン
ター再整備の
進捗状況

－
再整備計画
（案）の検

討
－

　本厚木駅北口広場に
面する街区と駅北口広
場の一体的な再整備に
向けた取組を行いま
す。

本厚木駅
北口周辺
整備事業

　令和３年度設立された再開発準
備組合の運営支援をするととも
に、複数回の会議及び先進事例視
察を開催し、今後の整備方針等を
まとめたまちづくり方針（案）の
検討を実施した。

本厚木駅北口
周辺整備に向
けた進捗状況

－
準備組合設

立
整備方針案

作成

　愛甲石田駅北口広場
及び周辺地区の計画的
な整備を行い、商業・
業務等の都市機能の集
積と交通結節点として
の機能を強化し、都市
拠点を形成します。

愛甲石田
駅周辺整
備事業

　市の附属機関である愛甲石田駅
周辺まちづくり検討委員会からの
提言書や、パブリックコメントの
意見を踏まえて、今後のまちづく
りの方針となる愛甲石田駅周辺ま
ちづくり基本構想を策定した。

愛甲石田駅周
辺整備の進捗
状況

－

厚木市愛甲
石田駅周辺
まちづくり
検討委員会

開催

基本構想策
定
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　家（第１の場所）と
職場や学校（第２の場
所）との間にある第３
の場所「サードプレイ
ス」の創出をコンセプ
トに掲げている中町第
２－２地区周辺におい
て、あらゆる世代の皆
様にとって居場所とな
る複合施設の整備及び
厚木バスセンターの再
整備を進めます。

機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

都市機能の向上

中町第2-2
地区周辺
整備事業

　令和３年度から実施していた複
合施設基本設計業務を令和４年９
月に完了し、複合施設整備事業設
計施工一括型業務の事業者選定を
公募型プロポーザル方式により実
施し、受注候補者を決定した。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

合同入社式・
研修会参加者
数

人 39 50

中小企業相談
件数

件 3,350 3,437

厚木市中心市
街地商店街空
店舗対策事業
補助金交付申
請店舗数

店 18 12

中心市街地の
歩行者数

人 98,282 94,327

中心市街地の
にぎわいを感
じている市民
の割合

％ 29.3 31.2

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得率

％ 85.2 指標変更

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得者
数

人 － 10,178

商店街活性化
事業数

事業 6 16
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商工業振
興事業

市街地商
業活性化
事業

　地域の総合経済団体
である厚木商工会議所
が実施する優良小売店
舗表彰や合同入社式、
社員研修会、経営相談
などの事業に対し、補
助金を交付します。

　中心市街地100ha内の
空き店舗に出店する事
業者に対する家賃等の
補助や、「あつぎ国際
大道芸」などの魅力あ
るイベントを開催する
ほか、商業者等が実施
する各種事業を支援
し、まちのにぎわい創
出と活性化を図りま
す。

　商店会が協力して行
う販路拡大のための事
業や厚木市商店会連合
会が実施する商業振興
事業等に対し、補助金
を交付します。

商業の活性化

商業活動
振興事業

機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

　厚木商工会議所が行う商工業団
体等組織の強化、後継者育成、経
営相談及び指導などの諸事業に係
る費用に対し、補助金を交付し
た。

①中心市街地において、空き店舗
を活用し、開業する事業者に対
し、改装費と家賃の一部を補助し
た。
・認定件数　10件
②にぎわい爆発あつぎ国際大道芸
を開催した。
・参加者数　約35,000人
③あつぎジャズナイトを開催し
た。
・参加者数　約4,000人
④ 本厚木駅前北口広場及び南口駅
前広場にイルミネーションを設置
した。
・電球数　37,932球
⑤市内商業団体が中心市街地の商
業活性化を推進する事業に要する
経費に対し、補助金を交付した。

①子育てパスポートAYUCO電子シス
テムを改修し、利用者の利便性向
上及びサポーター店舗の利用の促
進を図った。
②商店会が協力して行う販路拡大
のための共同売出し、宣伝及び装
飾等の事業に要する経費に対し、
補助金を交付した。
・補助対象 ８商店会９事業
③商店会連合会が実施する商業振
興事業に要する経費に対し、補助
金を交付した。
④商店会や個人商店を効果的にＰ
Ｒするために係る経費に対し、補
助金を交付した。
・補助対象 ２商店会３事業



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

介護職等に就
職した人数

人 39 42

キャリアアッ
プ支援事業補
助金支給事業
所の件数

件 106 105

奨学金返済助
成金支給者数

人 48 41

転入奨励助成
金支給者数

人 93 86

復職等奨励助
成金支給者数

人 1 4

幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 9 6

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 0
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　市内の事業所等に就
職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して
介護職の資格を取得し
た方の奨学金の返済費
用の一部を助成するほ
か、介護職等有資格者
の転入及び復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

　市内の医療機関に勤
務する方に対し、奨学
金を利用して看護職や
歯科衛生士等の資格を
取得した方の奨学金の
返済費用の一部を助成
するほか、市外からの
転入費用の一部を助成
するとともに、看護職
有資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

　市内の私立幼稚園に
就職又は勤務する方に
対し、奨学金を利用し
て幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の
返済費用の一部を助成
するほか、市外からの
転入費用の一部を助成
するとともに、幼稚園
教諭有資格者の復職等
に対し、奨励助成金を
交付します。

①事業所説明会（就職相談会）を
実施した。
②市内の介護保険指定事業所等で
働く介護職員等がキャリアアップ
を目指して受講した研修費を事業
所が負担した場合、又は個人で負
担した場合にその一部を助成し
た。
③市内の介護保険指定事業所等に
就職又は勤務する市民の方で、転
入及び復職等する場合に助成金
を、また、奨学金返済の一部を助
成した。

転入を促進する支援の充実

介護職人
材確保支
援事業

看護職等
人材確保
支援事業

幼稚園教
諭確保助
成事業

①奨学金を返済している看護職等
に対し、助成金を交付した。
・支給者数　41件
②市内に転入した看護職等に対
し、助成金を交付した。
・支給者数　86件
③復職した看護職等に対し、助成
金を交付した。
・支給者数　４件

　「久保子どもの未来応援基金」
を活用し、市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方を対象に、奨学
金を利用して幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、市外からの
転入費用の一部を助成するととも
に奨励助成金を交付した。

20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

奨学金返済助
成金支給者数

人 15 14

転入奨励助成
金支給者数

人 0 7

復職等奨励助
成金支給者数

人 5 2

親元近居・同
居住宅取得等
支援事業等に
よる転入者数

人 132 104

若年世帯住宅
取得支援事業
による転入者
数

人 143 184
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　市内の私立保育施設
に就職又は勤務する方
に対し、奨学金を利用
して保育士の資格を取
得した方の奨学金の返
済費用の一部を助成す
るほか、市外からの転
入費用の一部を助成す
るとともに、保育士有
資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

　市内に居住する親世
帯と近居又は同居する
ために市外から転入す
る方に対し、住宅の取
得又は増改築費用の一
部を補助するととも
に、市外から転入する
子育て中の若年世帯又
は市内に居住する子育
て中の若年世帯が、市
内に住宅を取得する費
用の一部を補助しま
す。

保育士確
保助成事
業

定住促進
住宅取得
等支援事
業

20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

転入を促進する支援の充実

　市内の私立保育所等に就労した
潜在保育士等に対し、助成金を交
付した。
①奨学金返済助成金　14件
②転入奨励助成金　７件
③復職等奨励助成金　２件

①親元近居・同居住宅取得等支援
事業により、 住宅の取得に係る費
用の一部を補助した。
・申請件数　  32件
・転入者　　  104人
②若年世帯住宅取得支援事業によ
り、住宅の取得に係る費用の一部
を補助した。
・申請件数　230件（831人)
・転入者　  　54件（184人）
・転居者　　176件（647人）
（内建替え　  ５件（22人））
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【基本目標　２】

働く場を創出し、経済活動が盛んなま
ちをつくる

～雇用創出～



基本目標　１

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

森の里東土地
区画整理事業
の進捗状況
（Ｃ工区）

－ 工事 工事

産業用地創出
面積
※カッコ内は
総面積

ha
－

(15.2)
－

( 15.2 )

酒井土地区画
整理事業の進
捗状況

－ 工事 工事

産業用地創出
面積

ha － －

山際地区（約
22ha）の土地
区画整理事業
の進捗状況

－ 支援業務 支援業務

山際北部地区
（約17ha）の
土地区画整理
事業の進捗状
況

－ 支援業務 支援業務

12

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

新たな産業拠点の創出

森の里東
土地区画
整理推進
事業

酒井土地
区画整理
推進事業

土地区画
整理推進
事業

　森の里東土地区画整
理事業の施行を促進す
るため、森の里東土地
区画整理組合に対する
指導、助言及び支援に
努めるとともに、施行
地区周辺の都市基盤整
備を実施します。

　酒井土地区画整理事
業の施行を促進するた
め、酒井土地区画整理
組合に対する指導、助
言及び支援に努めると
ともに、施行地区周辺
の都市基盤整備を実施
します。

　産業系土地利用を図
るため、土地区画整理
事業の事業化に向けた
検討に対する指導、助
言及び支援を行い、計
画的かつ充実した都市
基盤整備を推進しま
す。

①組合に対して、社会資本整備総
合交付金の市負担金を県を経由し
て交付した。
②組合の事業進捗に合わせて施行
地区外の関連する排水路を整備し
た。

①組合に対して、事業費の一部を
補助した。
②組合の事業進捗に合わせて施行
地区外の関連する道水路を整備し
た。

　地権者組織に対して支援を行っ
た。



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　「厚木市企業等の立
地促進等に関する条
例」に基づく奨励措置
の適用を受けた企業等
に対し、一定の要件の
下、奨励金を交付しま
す。

企業立地
元気アッ
プサポー
ト事業

①奨励措置を適用した。
・適用件数　４件（ほか雇用奨励
金２件）
②各種奨励金を交付した。
・企業立地奨励金　10件
・戦略産業奨励金　１件
・雇用奨励金　２件
③新たに本市への立地意向を有す
る企業の情報を収集し、企業訪問
やＰＲ用パンフレットを配布し
た。
・企業訪問   37社
・市内及び市外企業へパンフレッ
ト送付　2,000社

企業立地制度
適用件数

件 2 9

13

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

企業誘致の推進



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

企業巡回訪問
件数

件 50 50

見本市等出展
事業補助金交
付件数

件 27 37

事業承継補助
金交付件数

件 0 0

中小企業設備
投資額

千円 269,307 105,954

特許等出願支
援補助金交付
件数

件 7 7

中小企業カー
ボンニュート
ラル推進事業
補助金交付件
数

件 ― 3

合同入社式・
研修会参加者
数

人 30 50

中小企業相談
件数

件 3,350 3,437

中小企業融資
件数

件 303 274

中小企業資金
融資利子補給
金交付件数

件 777 811

中小企業信用
保証料補助件
数

件 240 244

14

地域経済を活性化させる企業活動を支援する

中小企業の経営支援

中小企業
活性化推
進事業

①市内中小企業の巡回訪問を実施
した。
・訪問件数　50件.
②市内中小企業者等が販路拡大の
ため、見本市、フェア及び展示会
などに出展した際の費用に対し、
補助金を交付した。
・交付件数　37件

　中小企業診断士が企
業を巡回訪問し、課題
解決に向けた相談を実
施するほか、見本市等
への出展による販路拡
大を支援します。
　また、後継者問題等
を抱える市内中小企業
が事業を継続するため
の事業承継に係る経費
の一部を補助します。

　地域の総合経済団体
である厚木商工会議所
が実施する優良小売店
舗表彰や合同入社式、
社員研修会、経営相談
などの諸事業に対し、
補助金を交付します。

　特定金融機関に一定
の資金を無利子で預託
し、中小企業等に低利
な融資を行うことで、
経営の安定化を図りま
す。

　製造業を営む市内中
小企業及び小規模企業
が設備投資に要した費
用の一部を補助すると
ともに、市内中小企業
者等が特許等を取得す
る際に要した費用の一
部を補助します。

中小企業
イノベー
ション支
援事業

商工業振
興事業

中小企業
事業資金
融資事業

　厚木商工会議所が行う商工業団
体等組織の強化、後継者育成、経
営相談及び指導などの諸事業に係
る費用に対し、補助金を交付し
た。

①特定金融機関に一定の資金を無
利子で預託し、中小企業者に低利
な融資を行った。
・融資件数　274件
②厚木市中小企業融資制度（事業
資金（運転・一時）、経営近代化
資金（運転）を除く）、神奈川県
中小企業制度融資の創業支援融
資、日本政策金融公庫取扱いの小
規模事業者経営改善資金（マル経
資金）を利用した市内中小企業
が、金融機関へ支払った利子に対
し、利子補給金を交付した。
・交付件数　811件
③厚木市中小企業融資制度、神奈
川県創業支援融資を利用した市内
の中小企業者が、神奈川県信用保
証協会へ支払った保証料に対し、
補助金を交付した。
・交付件数　244件

①製造業を営む市内中小企業者
が、生産の拡大及び生産の効率化
を図るための設備に投資した経費
に対し、補助金を交付した。
・交付件数　６件
②市内中小企業者の新技術、新製
品の保護及び研究開発を奨励する
ため、国内の産業財産権（特許、
実用新案等）の取得に要する費用
に対し、補助金を交付した。
・交付件数　７件
③製造業を営む市内中小企業が、
環境負荷を軽減させる機器等を導
入した費用に対し、補助金を交付
した。
・交付件数　３件



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

創業者支援利
子補給金交付
件数

件 3 7

あつぎ起業ス
クール修了者
の起業者数

人 0 4

ロボット関連
補助金交付件
数

件 1 3

ロボットリテ
ラシー事業へ
の参加者数

人 658 605
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ビジネス
チャレン
ジャー支
援事業

ロボット
産業推進
事業

　新規開業のために必
要な資金の融資を受け
た市内創業者に対し、
利子補給を行うととも
に、開業手続きの実務
や事業計画の作成につ
いて学ぶ「あつぎ起業
スクール」を開催しま
す。

　先進的な技術を有
し、ロボットの製造・
開発を行っている企業
等の取組を紹介すると
ともに、企業等による
ロボット研究、製品開
発、製品の改良及び市
場開発に係る経費の一
部を補助します。

地域経済を活性化させる企業活動を支援する

①日本政策金融公庫から創業融資
を受けた市内創業者に対し、利子
補給金を交付した。
・交付件数　７件
②あつぎ起業スクールを開催し
た。
・開催日数　６日
・修了者数　50人

①ロボット関連産業等促進事業補
助金を交付した。
・交付件数　３件
②ロボットの動作の実演や講義を
通じて、ロボットに親しむ機会を
提供し、ロボットの動く仕組みや
扱い方について、正しい知識を身
に付けるため、ロボットリテラ
シー事業を実施した。
・参加人数　605人
③市におけるロボット関連事業へ
の支援、企業及び大学の取組を他
市町村や企業等に広く周知し、本
市のロボット関連事業を含めた魅
力をＰＲするため、あつぎ生まれ
のロボット発信事業を実施した。
④ロボットを始めとした先進技術
に関する講演会に外部講師を招い
て、市民を対象に実施した。
⑤厚木市青少年発明コンクール入
賞作品を具体化した試作品を製
作・発表し、子どもたちにものづ
くりの楽しさを実感していただ
き、理科や科学への興味や関心を
向上させるため、ＡＴＳＵＭＯ発
明実現プロジェクトを実施した。

中小企業の経営支援



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

介護職等に就
職した人数

人 39 42

キャリアアッ
プ支援事業補
助金支給事業
所の件数

件 106 105

奨学金返済助
成金支給者数

人 48 41

転入奨励助成
金支給者数

人 93 86

復職等奨励助
成金支給者数

人 1 4

幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 9 6

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 0

16

介護職人
材確保支
援事業

　市内の事業所等に就
職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して
介護職の資格を取得し
た方の奨学金の返済費
用の一部を助成するほ
か、介護職等有資格者
の転入及び復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

若い世代の市内企業への就職を支援する

市内企業への就職支援の充実

①事業所説明会（就職相談会）を
実施した。
②市内の介護保険指定事業所等で
働く介護職員等がキャリアアップ
を目指して受講した研修費を事業
所が負担した場合、又は個人で負
担した場合にその一部を助成し
た。
③市内の介護保険指定事業所等に
就職又は勤務する市民の方で、転
入及び復職等する場合に助成金
を、また、奨学金返済の一部を助
成した。

　市内の医療機関に勤
務する方に対し、奨学
金を利用して看護職や
歯科衛生士等の資格を
取得した方の奨学金の
返済費用の一部を助成
するほか、市外からの
転入費用の一部を助成
するとともに、看護職
有資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

①奨学金を返済している看護職等
に対し、助成金を交付した。
・支給者数　41件
②市内に転入した看護職等に対
し、助成金を交付した。
・支給者数　86件
③復職した看護職等に対し、助成
金を交付した。
・支給者数　４件

　市内の私立幼稚園に
就職又は勤務する方に
対し、奨学金を利用し
て幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の
返済費用の一部を助成
するほか、市外からの
転入費用の一部を助成
するとともに、幼稚園
教諭有資格者の復職等
に対し、奨励助成金を
交付します。

　「久保子どもの未来応援基金」
を活用し、市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方を対象に、奨学
金を利用して幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、市外からの
転入費用の一部を助成するととも
に奨励助成金を交付した。

幼稚園教
諭確保助
成事業

看護職等
人材確保
支援事業



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

奨学金返済助
成金支給者数

人 15 14

転入奨励助成
金支給者数

人 0 7

復職等奨励助
成金支給者数

人 5 2

　国の農業次世代人材
投資資金制度を活用
し、青年新規就農者に
資金を交付するととも
に、就農後の営農定着
を促進するための支度
金を交付します。

新規就農
者支援事
業

　国の農業次世代人材投資資金を
19人、新規就農支度金を３人に支
給した。前年度からの継続者16
人、新規３人。
　青年等就農計画認定者数は、累
計で29人となった。

認定新規就農
者数（累計）

人 34 38

障害者雇用奨
励交付金交付
件数

件 39 39

高年齢者継続
雇用奨励補助
金交付件数

件 67 64

勤労者奨学金
返済助成金交
付件数

件 58 120

　職人の技と伝統を伝
え、若年者の職業選択
の機会を拡大するた
め、市内外への広報活
動を実施するほか、職
業訓練校に対する支援
として補助金を交付す
るとともに、技能職団
体の活動を支援し、技
能後継者の育成や優れ
た技能の継承等を図り
ます。

技能振興
事業

①職業訓練校に対し、補助金を交
付した。
・交付件数　１件
②職人の技と伝統を伝え若年者の
職業選択の機会を拡大するため、
技能教室を開催した。
・参加者数　33人

技能教室参加
者数

人 0 33
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就労対策
事業

　市内の企業に勤務す
る方に対し、奨学金を
利用して大学に通学し
ていた方の奨学金の返
済費用の一部を助成す
るほか、各種セミナー
や講座を実施するとと
もに、就職支援や各種
相談事業を実施しま
す。

①障がい者又は高年齢者を１年以
上常用雇用している中小企業者に
対し、奨励金を交付した。
・障がい者雇用交付件数　39件
・高年齢者雇用交付件数　64件
②市内在住かつ在勤の奨学金返還
者に対し、奨学金返還の一部を補
助する助成金を交付した。
・交付件数　120件

保育士確
保助成事
業

　市内の私立保育施設
に就職又は勤務する方
に対し、奨学金を利用
して保育士の資格を取
得した方の奨学金の返
済費用の一部を助成す
るほか、市外からの転
入費用の一部を助成す
るとともに、保育士有
資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

　市内の私立保育所等に就労した
潜在保育士等に対し、助成金を交
付した。
①奨学金返済助成金　14件
②転入奨励助成金　７件
③復職等奨励助成金　２件

若い世代の市内企業への就職を支援する

市内企業への就職支援の充実
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【基本目標　３】

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
ことができるまちをつくる

～合計特殊出生率上昇～



基本目標　３

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

あつぎの魅力
創造・交流事
業において、
「あつぎの魅
力を感じるこ
とができた」
と思う事業参
加者の割合

％ 88.4 98.4

事業（出会い
の場・交流の
場）参加者の
満足度

％ 100.0 76.0

20

結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

出会いの場や交流の場の創出

　結婚への第一歩であ
る新たな出会いの場や
交流の場を創出するた
めの事業を実施しま
す。

あつぎの
魅力創
造・交流
事業

①雑誌やインスタグラムにおける
広告掲載、小田急電鉄車内におけ
るドアステッカー広告掲載を行
い、広く厚木の魅力をPRした。
②市内において、CHiKaフェス2022
開催時に対面でのあつぎの魅力を
感じるイベントとして#niceatsugi
パーティを実施し、シビックプラ
イドの醸成及び定住促進を図っ
た。
③婚活ツアーを実施し、結婚を希
望する市民の皆様に対し、出会い
の場を提供した。



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

妊娠届出率
（妊娠11週以
下）

％ 87.6 84.9

う蝕のない3
歳児の割合

％ 89.8 92.5

　医療保険の対象とな
らず、高額な医療費を
要する特定不妊治療
（顕微授精・体外受
精）に要する費用の一
部を助成します。

不妊治療
費助成事
業

　令和４年４月１日から保険適用
になった特定不妊治療（体外受精
又は顕微授精）について、保険適
用前に治療を開始した等で保険対
象にならなかった市内に在住する
夫婦に対し、治療費の一部を助成
した。
・助成件数　160件

不妊治療費助
成件数

件 219 160
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　母子保健法に基づく
健康診査や保健指導等
を実施するほか、全て
の妊産婦等の状況を継
続的に把握し、ニーズ
に対応した妊娠から出
産、子育て期にわたる
切れ目のない相談体制
の充実を図ります。

母子保健
衛生事業

①母子健康手帳の交付
・交付件数 1,301件
・妊娠届出者1,222件のうち妊娠11
週以下で届け出した件数：1,037件
②各種健康診査受診者数
・妊婦歯科健康診査 464人
・妊婦健康診査 14,806人
・産婦健康診査 1,739人
・新生児聴覚検査 1,081人
・４か月児健康診査 1,247人
・８～９か月児健康診査 1,260人
・１歳６か月児健康診査 1,439人
・２歳６か月児歯科健康診査 996
人
・３歳６か月児健康診査 1,449人
③訪問指導を実施した。
・産婦・新生児訪問指導件数
　2,258人
・訪問指導者数 3,256人
④すくすく応援隊を実施した。
・相談件数 530件

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

妊娠・出産への支援の充実



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

出張講座、各
種研修延べ参
加者数

人 1,646 1,486

経過観察（個
別・グルー
プ）支援延べ
提供者数

人 4,657 5,009

親子サロン延
べ利用者数

人 2,706 2,730

児童発達支援
事業延べ利用
者数

人 7,899 7,570

保育所等訪問
支援事業利用
件数

件 97 97

相談支援事業
利用件数

件 279 228

　私立幼稚園に対し、
教材費や特別支援教育
費、預かり保育事業費
等の教育・保育に係る
経費の一部を補助する
ほか、私学助成幼稚園
に通う満３歳児から５
歳児の保育料及び保育
の必要性の認定を受け
た園児の保護者が利用
実績に応じて支払う預
かり保育料の一部を給
付します。

私立幼稚
園就園奨
励事業

①教育環境の向上を図るため、市
内私立幼稚園に対し、各種補助金
を交付した。
・交付件数：17件
②私学助成幼稚園に通う満３歳児
から５歳児の保育料及び保育の必
要性の認定を受けた園児の保護者
が利用実績に応じて支払う預かり
保育料の一部を給付した。

在園児率 ％ 58.9 57.6

　私設保育施設に入所
する児童の保護者に対
し、助成金を支給しま
す。

保育内容
充実事業

　幼児教育・保育無償化の対象外
であり、私設保育施設に保育を必
要とする児童を４か月以上入所さ
せている保護者に対し、年額３万
円を助成した。
・交付件数：94件

助成件数 人 110 94

　子どもを養育してい
る子育て世帯に対し、
紙おむつやおしりふき
シート等の日常生活用
品を支給します。

子育て日
常生活支
援事業

　児童を養育する世帯に対し、紙
おむつ又はおしりふき等を支給し
た。
【支給延べ件数】
・第１子　　　　　　7,602件
・第２子　　　　　　5,787件
・第３子以降　　　　5,497件
・合計　　　　　　 18,886件

紙おむつ等の
支給件数

件 19,635 18,886
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妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て世帯への支援の充実

　発達上何らかの心配
のある児童とその保護
者への助言や相談、指
導を行います。
　また、巡回相談や研
修会等を実施し、発達
障がいの理解促進を図
ります。

療育支援
事業

①発達上何らかの心配のある児童
に対し、指導を行った。
・個別　延べ3,008人
・グループ　延べ2,001人
②保護者からの来室・電話相談を
受けた。
・1,369件
③地域の保育所、幼稚園、小学校
及び事業所に向けて巡回相談や研
修会等を実施した。
・巡回件数151件、園訪問70件
④発達に心配のある子とその保護
者に遊びを通した経験の場や気軽
に相談できる場を親子サロンとし
て提供した。

　発達に心配や障害の
ある児童に対し、発達
や成長に合わせた必要
な支援等を行うほか、
障害児相談支援の実施
や市民向け講演会を実
施します。

児童発達
支援事業

①児童発達支援センター「ひよこ
園」において、児童発達支援事業
として、１日グループ指導、半日
グループ指導及び居宅支援を実施
した。
②保育所等を訪問し、児童の集団
生活適応のための支援を実施し
た。
③障害児支援利用計画作成及びモ
ニタリングを実施した。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　０歳から中学校卒業
までの入・通院の健康
保険適用医療費の自己
負担分を助成します。

子ども医
療費助成
事業

　０歳から中学校卒業までの入・
通院の健康保険適用医療費の自己
負担分を助成した。
【助成延べ件数】
・県補助分 　 136,943件
・市単独分 　 209,229件
・合計   　   346,172件

医療費助成件
数

件 335,570 346,172

　日々の育児で自分の
時間が作れない未就学
児を持つ保護者に対
し、託児室等において
一時的に子どもを預か
り、料理教室などの講
座で保護者同士が交流
する場を設けるなど、
リフレッシュできる機
会を提供します。

子育てリ
フレッ
シュ事業

　子育て中の忙しい保護者の方
に、リフレッシュしてもらうため
の託児付きのリフレッシュ講座を
全10回開催。
・参加人数　101人
・託児人数　95人

子育てリフ
レッシュ講座
開催回数

回 1 10

子育て支援セ
ンター利用者
数

人 50,237 61,492

ファミリー・
サポート・セ
ンター援助活
動件数

件 3,609 3,270

託児室わたぐ
も利用件数

件 2,053 2,611
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　子育て支援センター
において、児童の健や
かな成長や家庭に対す
る総合的な支援を行う
ほか、「ファミリー・
サポート・センター事
業」、「ほっとタイム
サポーター事業」、
「こんにちは赤ちゃん
訪問事業」など、多様
な子育て支援を実施し
ます。

子育て支
援事業

①子育てサロン室の運営を行い、
子育て情報の提供や相談及び育児
支援、子育て親子の交流の場の提
供等を実施した。
・子育てサロン室利用人数
　61,492人
・移動子育てサロン利用人数
　3,676人
・相談件数　896件
・出張相談相談件数　10件
・子育て講座参加人数　1,172人
②育児の相互援助活動であるファ
ミリー・サポート・センター事業
を実施した。
・援助件数　3,270件
③産前産後の家庭にサポーターを
派遣するほっとタイムサポーター
事業を実施した。
・利用登録者数　97人
④生後４か月までの乳児のいる家
庭を訪問した。
・訪問率　100％
⑤あつぎ市民交流プラザ託児室を
実施した。
・託児室わたぐも利用件数
　2,611件

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て世帯への支援の充実



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得率

％ 85.2 指標変更

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得者
数

人 ― 10,178

商店街活性化
事業数

事業 6 16

　実習材料やクラブ活
動に係る消耗品・備品
の購入費の一部を公費
で負担します。

小・中学
校保護者
負担軽減
事業

　保護者の経済的負担を軽減する
ため、教育活動に必要な教材教具
に係る経費の一部を公費で負担し
た。
【公費負担率】
・小学校　14.2％
・中学校　20.9％

保護者負担軽
減割合

％ 18.4 17.6

就学援助者の
就学率

％ 100.0 100.0

特別支援学級
等援助者の就
学率

％ 100.0 100.0

　幼稚園保護者会や市
立小・中学校PTA等の家
庭教育学級の開設を支
援するとともに、家庭
教育に必要な情報を提
供する講演会等を開催
するなど、子育てにい
かすことができる情報
を提供します。

家庭教育
支援事業

①家庭教育学級の開設に対し交付
金を交付した。
【交付団体数】
・私立保育園　１団体
・私立幼稚園　９団体
・市立小・中学校　21団体
・私立初等学校　１団体
②家庭教育情報提供講演会を開催
した。
・参加者数　329人
③「早寝早起き朝ごはん」を啓発
するため、公民館だより及び広報
あつぎなどに啓発記事を掲載し
た。

家庭教育支援
事業に参加し
た保護者の家
庭教育への有
効度

％ 97.6 97.1

24

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て世帯への支援の充実

　商店との協働によ
り、子育て世帯が市内
店舗の協力で割引や特
典などのサービスを受
けることができる子育
てパスポート事業を実
施します。

商業活動
振興事業

①子育てパスポートAYUCO電子シス
テムを改修し、利用者の利便性向
上及びサポーター店舗の利用の促
進を図った。
②商店会が協力して行う販路拡大
のための共同売出し、宣伝及び装
飾等の事業に要する経費に対し、
補助金を交付した。
・補助対象 ８商店会９事業
③商店会連合会が実施する商業振
興事業に要する経費に対し、補助
金を交付した。
④商店会や個人商店を効果的にＰ
Ｒするために係る経費に対し、補
助金を交付した。
・補助対象 ２商店会３事業

　経済的な理由により
就学が困難な児童・生
徒や特別支援学級等に
就学する児童・生徒の
保護者に対し、学用品
費などの経費の一部を
支給します。

就学支援
事業

　経済的な理由で就学が困難な児
童・生徒の保護者に対し、学用品
費などの経費の一部を支給した。
・就学援助費支給者数　2,839人
・特別支援教育就学奨励費支給者
数　391人



具体的な施策　２

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　「子ども・子育て支
援法」に基づき、教
育・保育に要する費用
や預かり保育に要する
費用等を認定こども園
及び給付型幼稚園に対
して支給します。
　また、「子ども・子
育て支援新制度」に移
行した認定こども園に
対し、運営に必要な経
費や子どもの処遇向
上・保育内容充実、園
の防犯対策整備に必要
な経費の一部を補助し
ます。

子ども・
子育て支
援新制度
事業

①新制度に移行した幼稚園及び認
定こども園に対し、施設型給付費
を支給した。
・支給施設数　市内９園、市外33
園
②新制度に移行した幼稚園及び認
定こども園に対し、一時預かり保
育の園児数に応じて補助金を交付
した。
・交付施設数　市内９園、市外10
園
③新制度に移行した認定こども園
に対し、在籍園児以外の未就学児
童の一時預かり保育児童数数に応
じて、補助金を交付した。
・交付施設数　市内５園
④認定こども園に移行した幼稚園
または２・３号定員を増やした認
定こども園に対し、事務に係る経
費の一部を補助した。
・交付施設数　市内７園
⑤私立幼稚園に就園する園児の保
護者に対し、就園に必要な物品等
の費用や副食費の一部を補助し
た。

市内認定こど
も園数

園 7 7

市立放課後児
童クラブの入
所率

％ 91.1 92.6

地域児童クラ
ブの入所率

％ 100.0 100.0

待機児童対策
放課後児童ク
ラブの入所率

％ 100.0 100.0

　小学校の一時的余裕
教室等を活用し、地域
の方々の参画を得て、
学習、様々な体験・交
流活動及び地域住民と
の交流等を行う放課後
子ども教室を運営しま
す。

放課後子
ども教室
推進事業

　相川小学校・鳶尾小学校におい
て、通年で教室を実施した。
　また、モデル校３校（依知小学
校・小鮎小学校・毛利台小学校）
において、講座を実施した。

放課後子ども
教室実施校数

校 2 5

　本厚木駅前のア
ミューあつぎ８階の託
児室を利用し、園児を
一時的に預かり、幼稚
園へ送迎する幼稚園送
迎ステーションを運営
します。

幼稚園送
迎ステー
ション事
業

　働く子育て家庭への支援とし
て、アミューあつぎ８階の託児室
「わたぐも」を活用して幼稚園へ
の送迎を行う幼稚園送迎ステー
ション事業を実施した。

幼稚園送迎ス
テーションの
利用登録園児
数

人 51 53
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妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て環境の充実

　保護者の就労等によ
り、放課後に帰宅して
も適切な保育を受ける
ことができない児童を
対象に、小学校の一時
的余裕教室等を活用
し、適切な遊びと生活
の場を提供する放課後
児童クラブを運営しま
す。
　また、放課後児童健
全育成事業を行う民間
放課後児童クラブに対
し、補助金を交付しま
す。

放課後児
童対策事
業費

①市立放課後児童クラブ（市立小
学校区23か所）を運営した。
②放課後児童健全育成事業を行う
民間放課後児童クラブ（地域児童
クラブ）に対し、補助金を交付し
た。



具体的な施策　２

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 9 6

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 0

認可保育所入
所児童数

人 2,950 2,976

小規模保育施
設入所児童数

人 240 252

　老朽化が進む市立保
育所について、配慮が
必要な児童の受入れを
進めるための高度なバ
リアフリー化を取り入
れるほか、災害時等に
おける緊急的な保育の
拠点となる施設として
整備します。

市立保育
所整備事
業

　小鮎保育所建て替えをリース方
式で行うため、施工業者を決定
し、地盤調査、基本設計等を実施
した。

市立保育所再
整備数

施設 － －

　施設の安全面、機能
面を強化し、安心した
保育環境を実現するた
め、老朽化した認可保
育所の建て替え、改修
等の施設整備に要する
費用の一部を補助しま
す。

民間保育
施設整備
事業

　令和４年度取組なし
認可保育所・
小規模保育施
設整備数

施設 － －
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　市内の私立幼稚園に
就職又は勤務する方に
対し、奨学金を利用し
て幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の
返済費用の一部を助成
するほか、市外からの
転入費用の一部を助成
するとともに、幼稚園
教諭有資格者の復職等
に対し、奨励助成金を
交付します。

幼稚園教
諭確保助
成事業

　「久保子どもの未来応援基金」
を活用し、市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方を対象に、奨学
金を利用して幼稚園教諭の資格を
取得した方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、市外からの
転入費用の一部を助成するととも
に奨励助成金を交付した。

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て環境の充実

　新たな保育人材の確
保等のため、市内の私
立保育施設に勤務する
方に対し、助成金を支
給するほか、保育施設
を運営する法人に対
し、保育人材を雇用す
るための費用の一部を
助成します。

保育内容
充実事業

①市内民間保育所及び市外保育所
への入所児童に係る保育所運営費
を委託費として支出した。
②保育が必要な児童に対して適切
な処遇を図るため、届出保育施
設、民間保育所及び小規模保育施
設を有する社会福祉法人等に運営
費補助金等を交付した。
③私設保育施設等を利用する幼児
教育・保育無償化対象保護者に対
し、施設等利用費を支給した。
④地域型保育事業（小規模保育事
業・家庭的保育事業）を運営する
事業者に対し、保育が必要な児童
を受け入れるための経費を支給し
た。



具体的な施策　２

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　子育てに共通の意識
を持つ保護者が、育児
に対する知識や技術を
高め合いながら共同保
育を実施する自主保育
グループに対し、運営
費の一部を補助しま
す。

コミュニ
ティ保育
推進事業
補助事業

　地域の保護者による自主的な共
同保育を実施しているグループに
対し、運営費の一部を補助した。
・交付件数２件

コミュニティ
保育グループ
数

グループ 3 2

奨学金返済助
成金支給者数

人 15 14

転入奨励助成
金支給者数

人 0 7

復職等奨励助
成金支給者数

人 5 2

子育て支援セ
ンター利用者
数

人 50,237 61,492

ファミリー・
サポート・セ
ンター援助活
動件数

件 3,609 3,270

託児室わたぐ
も利用件数

件 2,053 2,611
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　市内の私立保育施設
に就職又は勤務する方
に対し、奨学金を利用
して保育士の資格を取
得した方の奨学金の返
済費用の一部を助成す
るほか、市外からの転
入費用の一部を助成す
るとともに、保育士有
資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付
します。

保育士確
保助成事
業

①奨学金返済助成金（14件）
・奨学金を使い保育士資格を取得
し、市内私立保育所に就労した保
育士に対し、返済費用の一部とし
て助成金を交付した。
②転入奨励助成金（７件）
・市外から転入し、市内私立保育
所に就労した保育士に対し、転入
費用の一部として助成金を交付し
た。
③復職等奨励助成金（２件）
・復職等により、市内私立保育所
に就労した保育士に対し、復職費
用の一部として助成金を交付し
た。

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て環境の充実

　子育て支援センター
において、児童の健や
かな成長や家庭に対す
る総合的な支援を行う
ほか、「ファミリー・
サポート・センター事
業」、「ほっとタイム
サポーター事業」、
「こんにちは赤ちゃん
訪問事業」など、多様
な子育て支援を実施し
ます。

子育て支
援事業

①子育てサロン室の運営を行い、
子育て情報の提供や相談及び育児
支援、子育て親子の交流の場の提
供等を実施した。
・子育てサロン室利用人数
　61,492人
・移動子育てサロン利用人数
　3,676人
・相談件数　896件
・出張相談相談件数　10件
・子育て講座参加人数　1,172人
②育児の相互援助活動であるファ
ミリー・サポート・センター事業
を実施した。
・援助件数　3,270件
③産前産後の家庭にサポーターを
派遣するほっとタイムサポーター
事業を実施した。
・利用登録者数　97人
④生後４か月までの乳児のいる家
庭を訪問した。
・訪問率　100％
⑤あつぎ市民交流プラザ託児室を
実施した。
・託児室わたぐも利用件数
　2,611件



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

「英語の授業
で学習したこ
とは、将来、
社会に出たと
きに役に立つ
と思う」と答
えた児童・生
徒の割合

％ 91.7 95.1

「ALTとの授
業は楽しい」
と答えた児
童・生徒の割
合

％ 93.3 95.2

「英語でコ
ミュニケー
ションをとる
のは楽しい」
と答えた児童
の割合

％ 79.6 73.7

「児童の中学
校に対する不
安を和らげる
ことができ
た」と思う学
校の割合

％ 83.3 94.4

全国学力・学
習状況調査の
全国平均正答
率との比較ポ
イントの伸び

ポイント 2.8 2.4

　各校の重要課題や新
たな課題等への対応、
地域人材を有効に活用
した特色ある学校づく
りや教育の資質向上に
関する研究活動を推進
するため、全市立小・
中学校に交付金を交付
します。

教育研
修・活動
助成事業

　より良い教育活動の実践や特色
ある学校づくりを推進するための
必要経費や研究活動費に対し、市
立全小・中学校に交付金を交付し
た。
　また、市立小・中学校36校で
カーボンニュートラルの講座を実
施した。

地域人材や講
師などが児
童・生徒１人
に対して関わ
る人数

人 1.1 1.3

　科学への興味・関心
を高め、理科好きな児
童・生徒の育成を図る
ため、こども科学賞や
企業・大学と連携した
「おもしろ理科教室」
等を実施します。

SEL教育基
金事業

①こども科学賞の作品展示及び授
賞式を実施した。
②市立小学校において、「おもし
ろ理科教室」を大学及び企業の協
力を得て実施した。
・実施回数　27回
・協力大学数　３校
・協力企業数　６社
③ＳＥＬ会社見学を実施した。
・参加者数　市立中学生　20人

こども科学賞
展示会の満足
度

％ 99.3 99.2
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　全市立小・中学校に
外国語指導助手（ALT）
を配置し、英語による
コミュニケーション活
動を充実させるととも
に、他国の文化を学ぶ
機会を提供します。

英語教育
推進事業

①市立全小・中学校に、英語を母
語とする、または、それと同等の
英語力をもつ外国語指導助手を配
置した。
【配置人数】
　12人
【配置日数】
・小学校　1,553日
・中学校　344日
②市立小学校においてニュージー
ランドの学校とのオンライン交流
を実施した。
【期間】９月～３月
【実施回数】小学校７校、18学級
で実施（全て６年生）

子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

魅力ある教育環境の充実

　中学校区において、
小・中学校９年間を見
通した効果的な教育課
程編成及び指導方法の
工夫改善の研究や、学
力向上につながる研修
を実施します。
　また、児童の中学校
に対する不安を和らげ
るために行う、教員の
小・中学校での授業の
兼務を円滑にするた
め、中学校に非常勤講
師を派遣します。

小中一貫
教育推進
事業

①小・中学校間の円滑な接続及び
児童・生徒の学力向上に向け、市
立全小・中学校を対象に、同一中
学校区にある小・中学校を研究グ
ループとして、研究を行った。
②中学校教員の小・中学校での授
業の兼務を円滑に行うため、中学
校に非常勤講師を配置した。
【配置人数】
２人



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　安全な教育環境づく
りに取り組んでいると
認められた学校に与え
られるインターナショ
ナルセーフスクールの
考え方や手法を用い、
児童・生徒がより安
心・安全に過ごせる学
校づくりを支援しま
す。

インター
ナショナ
ルセーフ
スクール
推進事業

①清水小、妻田小、睦合東中学校
それぞれにおいて、現地審査を現
地及びオンラインのハイブリット
形式で実施した。
②３校合同による認証式をあつぎ
市民交流プラザにて実施した。

インターナ
ショナルセー
フスクール認
証取得回数
（累計）

回
清水小　４
妻田小　１
睦合東中 ２

清水小　５
妻田小　２
睦合東中 ３

プロジェクト
チームの指導
により問題行
動等が解消・
改善した割合

％ 60.0 50.0

定期的な学校
訪問が、問題
行動の未然防
止に向けた児
童・生徒指導
の充実に効果
があったと評
価する学校の
割合

％ 97.2 97.2

「学力ステッ
プアップ支援
員との協働に
より、基礎
的・基本的な
学習の定着や
学力向上につ
ながるような
授業展開がで
きた」と思う
教員の割合

％ 98.9 93.8

「先生と支援
員がいること
で、学習が分
かりやすく、
意欲的に取り
組める」と思
う児童・生徒
の割合

％ 95.3 93.4

「生徒の学習
意欲が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 98.1 98.2

「生徒の生活
態度が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 100.0 98.6
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①児童・生徒の問題行動を解決す
るため、市立小・中学校への定期
訪問を行った。
【訪問回数】
・小学校　74回
・中学校　37回
②プロジェクトチームによる会議
を開催した。
【開催回数】
・小学校　１校　３回
・中学校　１校　１回

　いじめ、暴力行為等
の問題行動や学校を取
り巻く課題に適切に対
応するため、関係機関
と連携したプロジェク
トチームを組織し、学
校への効果的かつ機能
的な支援の充実を図り
ます。

学校支援
プロジェ
クト推進
事業

子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

魅力ある教育環境の充実

　児童・生徒の「確か
な学力」の向上を図る
ため、基礎的・基本的
な学習内容の確実な定
着を通して、学ぶ意欲
を育てるため、全市立
小・中学校に学力ス
テップアップ支援員を
配置します。

学力ス
テップ
アップ推
進事業

　充実した教育活動を推進するた
め、支援員を配置して学習支援を
行った。
【配置人数】
・小学校　42人(延べ人数43人）
・中学校　30人

　学校の実態に応じて
少人数の学級を編制
し、生徒一人一人に対
してきめ細かな指導を
行うため、非常勤講師
を派遣します。

中学校少
人数学級
実施事業

　生徒一人一人に対してきめ細か
な指導を行うことができるよう
に、中学校に非常勤講師を派遣し
た。
・派遣者数　３人



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

「児童の学習
意欲が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 97.5 92.6

「児童の生活
態度が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 96.4 100.0
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　児童指導担当教員等
が「チーム支援」の核
となり、不登校やいじ
め、問題行動等を未然
に防止し、早期発見す
ることができるよう、
非常勤講師を派遣しま
す。

小学校児
童支援推
進事業

　不登校やいじめ、問題行動など
に対してきめ細かな対応ができる
ように、小学校に非常勤講師を派
遣した。
・派遣者数　19人

子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

魅力ある教育環境の充実



31

【基本目標　４】

誰もが安心して自分らしく生き生きと
暮らせるまちをつくる

～転出抑制～



基本目標　４

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　地域包括支援セン
ターにおいて、地域の
高齢者の心身の状況や
生活の実態、必要な支
援などを幅広く把握
し、適切な保健・医
療・福祉サービスや関
係機関、制度の利用に
つなげるなどの支援を
行います。

地域包括
支援セン
ター運営
事業【介
護保険事
業特別会
計】

　市内10か所の地域包括支援セン
ターに業務委託し、地域の高齢者
の相談を受け、心身の状況や生活
の実態を把握し、相談内容に応じ
た的確なサービス等に関する情報
提供や関係機関の紹介等を行っ
た。
・相談件数　52,172件

地域包括支援
センターにお
ける総合相談
件数

件 51,173 52,172

地域包括ケア
連携センター
における相談
件数

件 191 163

多職種研修会
参加者の満足
（理解）度

％ 97.0 97.6

　市内の診療所等を始
めとする「かかりつけ
医」を中心とした医療
機関において、メタボ
リックシンドローム
（内臓脂肪症候群）の
該当者及び予備群を早
期発見するための特定
健康診査を実施すると
ともに、人間ドックの
受診費用の一部を助成
します。

特定健康
診査等事
業【国民
健康保険
事業特別
会計】

①健診実施医療機関75箇所におい
て、特定健康診査を実施した。
・対象者数　29,680人（R5.5.22法
定報告）
・受診者数　9,374人
※受診率・R３年度実績値の最終確
定値は32.7％
②人間ドック受診希望者に対し費
用の一部を助成した。
・20歳～39歳助成額25,000円
　51人
・40歳～74歳助成額20,000円
　1,382人
③健康診断等の情報提供者　84人

特定健康診査
の受診率

％ 32.7 30.6

休日夜間急患
診療所開設日
数

日 365 365

休日歯科診療
開設日数

日 72 24

「あつぎ健康
相談ダイヤル
24」による不
要不急な救急
医療の抑制割
合

％ 58.6 54.9
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誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

市民の健康保持増進

　重度な要介護状態で
あっても、障がいが
あっても、一人暮らし
でも、誰もが住み慣れ
た地域で自分らしい暮
らしを人生の最期まで
続けることができる地
域包括ケア社会の実現
を目指します。

在宅医
療・介
護・生活
支援推進
事業【介
護保険事
業特別会
計】

①地域包括ケア連携センターを設
置し、在宅医療・介護連携及び生
活支援に関する相談業務を行っ
た。
②厚木市地域包括ケア推進会議を
開催し、専門的な視点から各種取
組の研究・検討を行った。
・会議開催 ３回
③多職種研修会や市民講演会を行
い、地域包括ケア社会の実現に向
け啓発活動を行った。
・多職種研修会　全８回
・厚愛地区医療介護連携多職種研
修会
・地域包括ケア市民講演会・地域
福祉推進大会

　休日・夜間における
救急医療体制を確保す
るとともに、24時間体
制で健康相談や医療機
関情報等の提供を行う
「あつぎ健康相談ダイ
ヤル24」を実施しま
す。

救急医療
事業

①休日夜間急患診療所、病院群輪
番制病院及び休日歯科診療の開設
等により、救急医療体制を確保し
た。
②あつぎ健康相談ダイヤル24の実
施により、安心・安全な医療環境
を提供した。



具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　日常生活で運動する
機会の少ない障がい
者、障がい児及び高齢
者を対象に、水浴訓練
室の開放や健康づくり
教室等を実施します。

健康スイ
ミング事
業

　新型コロナウイルス感染拡大防
止とそれに伴うワクチン接種会場
として施設を利用していたこと、
及び同じ階のホールの天井改修工
事の実施が確定していたことによ
り施設を利用できなかったため、
事業を全面中止した。

健康スイミン
グ事業参加者
数

人 0 0

健康あつぎ推
進リーダーに
よる講座の参
加者数

人 21 380

地区食育推進
事業参加者数

人 57 102

あゆコロちゃ
んGENKIポイ
ント参加者数

人 3,652 9,844

　予防接種法に基づく
子どもの定期予防接種
を実施するとともに、
任意予防接種の費用を
助成します。

予防接種
事業

①定期予防接種を実施した。
(区域外接種分込み)
・37,012件
②任意予防接種
・風しん一部助成　146件
・季節性インフルエンザ
　13,951件
③骨髄移植等に対する一部助成
　３件

子ども定期予
防接種率（子
宮頸がんを除
く）

％ 89.8 96.1

　高齢者を対象とし
て、肺炎球菌ワクチン
予防接種及びインフル
エンザ予防接種を実施
します。

（再掲）
予防接種
事業

①高齢者インフルエンザ予防接種
を実施した。
・接種者数　30,337 人
②高齢者肺炎球菌ワクチン予防接
種を実施した。
・接種者数　823人

高齢者インフ
ルエンザ予防
接種率

％ 51.0 51.7

がん検診の受
診率

％ 22.8 21.7

がん集団検診
の受診者数

人 8,561 8,320

歯科健康診査
の受診者数

人 5,987 6,115
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　健康あつぎ推進リー
ダー等の養成や食育推
進事業など、健康増進
と食育推進を図る各種
事業を実施します。
　また、各種健診・検
診の受診及び健康・食
育関連事業への参加者
等へポイントを付与
し、特典を贈呈する
「あゆコロちゃんGENKI
ポイント事業」を実施
します。

健康づく
り事業

①各種健診・検診の受診、ウォー
キング、市等主催の健康・食育関
連事業への参加、健康・食育等に
関する個人目標への取組等により
ポイントを付与し、抽選で特典が
当たる「あゆコロちゃんGENKIポイ
ント事業」を実施した。
・参加延べ人数　23,569人
②健康あつぎ推進リーダーによる
講座を開催した。
・17回　参加者数　380人
③地区食育推進事業を開催した。
・12回　参加者数　102人

　がん検診・健康診
査・歯科健診・骨粗
しょう症検診等の検診
事業、健康教育・健康
相談・訪問指導等の健
康増進事業及びいのち
のサポート相談等の自
殺対策事業を実施しま
す。

健康増進
事業

①各種検診（健診）を実施した。
・がん検診（施設）
　延べ65,082人
・がん検診（集団）
　延べ8,320人
・骨粗しょう症検診受診者数
　183人
・眼科健診受診者数　83人
②健康増進事業として健康教育や
健康相談を実施した。
・健康教育参加者数　355人
・健康相談者数　99人
③自殺対策として相談事業を実施
した。
・メンタルヘルス相談者数　227人
・いのちのサポート相談数　26人

誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

市民の健康保持増進



具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　「健康度見える化
コーナー（未病セン
ター）」において、利
用者自身による各種健
康機器を使った継続的
な健康度チェックを可
能にするとともに、専
門職による健康に関す
る相談又は助言を行い
ます。

未病施策
事業

　健康度見える化コーナー（未病
センター）を運営した。
【実績】
・未病センター利用者数　1,938人
・未病運動講座　744人

未病センター
利用者数

人 1,810 1,938

スポーツ行事
の参加者数

人 6,258 14,026

講師派遣事業
の参加者数

人 66 889

あつぎスポー
ツアカデミー
参加者アン
ケートの総合
的な満足度に
おいて「とて
も満足」及び
「やや満足」
と回答した人
の割合

％ 98.0 94.5
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市民の健康保持増進

　誰でも気軽にニュー
スポーツを体験できる
「スポーツなじみDAY」
等を開催するととも
に、公益財団法人厚木
市スポーツ協会に対し
補助金を交付し、ス
ポーツ教室の開催や
ジュニアの育成等を行
います。
　また、日本体育大学
との連携により、幼児
から高齢者まで幅広い
世代の体力向上や健康
増進を図る事業を実施
します。

市民ス
ポーツ推
進事業

①スポーツなじみＤＡＹ
【参加者数】
・スポーツなじみＤＡＹ 508人
②（公財）厚木市スポーツ協会が
行うスポーツ推進事業に対し、補
助金を交付した。
・競技別市民選手権大会　5,043人
・スポーツ大会（８大会）3,953人
・キッズスポーツチャレンジ 36人
・スポーツチャレンジデー　340人
・あつぎウォーク　291人
・スポーツ教室等（37教室）
　1,272人
・指導者養成支援事業　258人
・指導者養成事業　943人
・選手育成強化事業　1,151人
・スポーツ人のつどい 231人
③市民体力向上推進事業「ニュー
ジーランド代表選手によるバス
ケットボールクリニック　with
日体大」を開催した。
【参加者数】　59人
④市民体力向上推進事業「アテネ
パラリンピック金メダリスト　高
橋勇市選手小中学校巡回講演」を
開催した。
【参加者数】　830人（６校８回）
⑤（公財）厚木市スポーツ協会が
行う、あつぎスポーツアカデミー
事業に対し補助金を交付した。
【参加者数】
・スポーツアカデミー　688人



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　高齢者の就業機会の
拡大を図る厚木市シル
バー人材センターの運
営費を補助します。ま
た、関係機関の連携を
強化し、高齢者の多様
な就労ニーズに対応し
た仕組みを構築しま
す。

高齢者生
きがい就
労事業

　シルバー人材センターの運営費
に対し、補助金を交付した。

シルバー人材
センター会員
数

人 1,015 998

　高齢者の生きがいづ
くりや健康づくり等を
推進している厚木市老
人クラブ連合会の運営
費を補助します。

老人クラ
ブ指導育
成事業

　厚木市老人クラブ連合会に対
し、運営事業補助金を交付した。

老人クラブ加
入者

人 3,878 3,715

　誰もが気軽に立ち寄
ることができ、交流の
場としての機能を備
え、科学を始めとした
学びや体験機能が充実
した施設を整備しま
す。

（仮称）
未来館整
備事業

①（仮称）未来館機能の内装・展
示基本設計を実施した。
②複合施設交流機能基本設計に係
るアドバイザリー業務委託におい
て、図書館、市庁舎との連携機能
について検討し、建物本体の基本
設計に反映させた。

（仮称）未来
館整備に向け
た進捗状況

－
基本設計業

者選定
基本設計

　外国籍市民が、地域
の構成員として共に暮
らす社会をつくるた
め、日本語教室やイン
ターナショナルティー
サロンを開催し、多文
化共生の推進を図りま
す。

多文化共
生交流事
業

①厚木市外国籍市民交流委員会会
議を開催した。
・開催回数　３回
②日本語教室を開催した。
・開催回数　194回
・参加者数　2,479人（延べ人数）
③日本語講師養成講座を開催し
た。
・開催回数　全４回
・参加者数　126人（延べ人数）
④日本語講師ブラッシュアップ講
座を開催した。
・開催回数　全２回
・参加者数　47人（延べ人数）
⑤インターナショナルティーサロ
ンを開催した。
・参加者数　85人
⑥スペイン語の通訳ボランティア
を設置した。
・毎週１回２時間

日本語教室参
加者数

人 208 2,479

　「市民文化祭」、
「市民芸術祭」、「野
外彫刻造形展」及び
「あつぎミュージック
フェスティバル」を開
催することにより、市
民による多様な文化芸
術活動を推進します。

あつぎ市
民芸術文
化祭開催
事業

①市民文化祭を開催した。
・参加者数　2,348人
②野外彫刻造形展を開催した。
・参加者数（作品出展者数）
　305人
③市民芸術祭を開催した。
・参加者数（出演者数）　28人
④あつぎミュージックフェスティ
バルを開催した。
・オーディション参加者数　39人

文化芸術事業
の参加者数

人 0 2,720
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具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　市民が講師となり自
主的に講座の企画・運
営を行う「輝き厚木
塾」を実施するととも
に、市内高等学校にお
ける「リカレント学習
講座」を実施します。

生涯学習
振興事業

①輝き厚木塾を開催した。
・前期講座（５月～８月開催）
　77講座、受講者数　664人
・後期講座（10月～1月開催）
　79講座、受講者数　638人
②リカレント学習事業を実施し
た。
・厚木東高校:いけばな講座
　３月開催、受講者数　９人
③出前講座（４月～３月開催）を
実施した。
・申請時に感染対策を確認した上
で講師を派遣した。
・講座実施数　65件
・受講者数　1,532人

輝き厚木塾及
びリカレント
学習講座の受
講者数

人 549 1,311

　市内５大学との包括
協定に基づく各大学の
特徴をいかした教養科
目や市の施策・概要等
を学ぶ協働科目、市内
企業の技術や取組を学
ぶ企業科目を実施する
とともに、市民活動を
始めるための実践科目
等を実施します。

あつぎ協
働大学開
設事業

①教養科目（オンライン講座）を
５月～12月に開催した。
・５大学×５講座　全25講座
　受講者数518人（延べ人数）
②特別講座（対面講座）を開催し
た。
・羊の毛はなぜモコモコなのか？
（東京農業大学）７月開催
　受講者数11人
・手の技を使って絵本を作ろう！
（松蔭大学）８月開催
　受講者数５人
・日本の伝統芸能・講談から学ぶ
歴史と文化（湘北短期大学）１月
開催
　受講者数19人
・自分に似合う色を探しましょう
（湘北短期大学）２月開催
　受講者数15人
・ウマとモルモットと友達になろ
う（東京農業大学）２月２回開催
　受講者数12人
③カーボンニュートラル講座（オ
ンライン講座）を開催した。
・天気の達人と考える“カーボン
ニュートラル”（YouTubeによるオ
ンライン配信）９/20～９/30配信
視聴回数412回
・SDGｓフェスティバル（９/25開
催）会場内において動画公開

あつぎ協働大
学受講者のう
ち、講義全体
の評価として
「とても満
足」、「満
足」と答えた
人の割合

％ 89.4 82.1

　各公民館において、
各種学級・講座を開設
するとともに、文化振
興事業、公民館まつり
事業、コミュニティ推
進事業及びスポーツ・
レクリエーション推進
事業を実施します。

公民館活
動事業

　各公民館において、社会教育法
第20条及び第22条の規定に基づく
各種学級・講座を開設するととも
に、文化振興事業、公民館まつり
事業、コミュニティ事業、スポー
ツ及びレクリエーション推進事業
を実施した。

学級・講座の
満足度

％ 74.7 69.7
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学ぶ場と活躍の場の創出



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

厚木北公民館
整備の進捗状
況

－
事務所移転
解体工事

基本実施設
計

睦合南公民館
整備の進捗状
況

－ 検討・協議 検討・協議

普及公演鑑賞
者数

人 3,105 5,172

体験講座参加
者数

人 0 815

郷土芸能団体
新規加入者数

人 4 21

　歴史、民俗及び自然
に関する資料を収集
し、調査研究の成果を
資料として後世に残す
とともに、展示会や講
座を通して市民に公開
します。

あつぎ郷
土博物館
活動推進
事業

①特別展示「有孔鍔付土器と人体
装飾文の世界」を実施した。
・７月23日～９月19日　5,806人
②企画展示「バッタ－はねる、飛
ぶだけじゃないバッタの魅力－」
を実施した。
・10月８日～12月４日　3,817人
③企画展示「人形とともに－相模
人形芝居の50年－」を実施した。
・１月14日～３月５日　3,625人

あつぎ郷土博
物館の入館者
数

人 19,228 23,115

新たな図書館
整備に向けた
進捗状況

－ 基本設計 実施設計準備

ICタグ導入に
向けた進捗状
況

－ 調達検討 調達検討
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　学習ニーズの多様化
への対応及び地域コ
ミュニティの活性化を
図るため、生涯学習や
地域コミュニティ活動
の拠点施設となる公民
館を整備します。

公民館整
備事業

　厚木北公民館の新築工事に向け
て基本・実施設計を行った。ま
た、睦合南公民館の整備に向けて
検討・協議を行った。

　「郷土芸能まつり」
や「郷土芸能普及公
演」など、郷土芸能の
鑑賞の場を数多く提供
するとともに、後継者
育成のための体験講座
や郷土芸能学校を開催
します。

郷土芸能
事業

①第20回厚木市郷土芸能まつりを
実施した。
・鑑賞人数　308人
②郷土芸能普及公演(小中学校、公
民館等)を実施した。
・鑑賞人数　1,667人
③あつぎ郷土博物館公演を実施し
た。
・鑑賞人数　33人
④郷土芸能学校を開催した。
・受講人数　69人
⑤郷土芸能出前体験教室を開催し
た。
・体験人数　815人
⑥その他、各団体自主公演等を開
催した。

　市民の学び、成長、
楽しみに役立つ情報拠
点となる新中央図書館
を整備します。

図書館整
備事業

　複合施設交流機能基本設計に係
るアドバイザリー業務委託におい
て、図書館の書架配架計画や各施
設の連携サービス導入の検討、IC
タグ調達検討等を実施した。



具体的な施策　１

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　自治会長と市長との
まちづくりフリートー
クや子育てコミュニ
ティトーク、市長の移
動談話室等を実施し、
市民ニーズを的確に把
握するとともに、市民
協働によるまちづくり
を推進します。

市民対話
事業

①自治会長と市長とのまちづくり
フリートークを開催した。
・出席者数　216人
・意見数　55件
②市長の移動談話室を開催した。
・出席者数　17人
・テーマ数　３件
③子育てコミュニティトークは中
止した。

市民対話等要
望対応率

％ 82.3 72.7

「まちのコイ
ン」ユーザー
登録者数（総
数）

人 1,720 2,328

「まちのコイ
ン」スポット
登録数（総
数）

か所 54 61

「まちのコイ
ン」ユーザー
アンケートで
「SDGsがよく
理解できた」
と答えた人の
割合

％ 90.7 85.3

　「厚木市市民協働推
進条例」に基づく施策
及び取組を行うととも
に、市民活動団体との
協働により、地域課題
の解決を目指す市民協
働提案事業を実施しま
す。

市民協働
推進事業

  市民協働提案事業を実施した。
・市民提案型事業実施件数 ４事業
・行政提案型事業実施件数 １事業
・令和５年度実施事業採択件数 ３
事業

市民協働提案
事業の実施件
数

件 5 5

　各地区地域づくり推
進委員会の活動を支援
するための補助金を交
付するとともに、「厚
木市自治基本条例」に
規定する地区市民自治
推進組織の活動を支援
します。
　また、「あつぎ市民
ふれあい都市宣言」を
啓発するため、啓発物
品の配布や各種事業に
都市宣言の趣旨を反映
させる活動等を行いま
す。

コミュニ
ティ推進
事業

　地域の特性を生かし、活力ある
地域づくりを目指した諸事業を展
開する15地区の地域づくり推進委
員会に対し、補助金を交付した。
　また、あつぎ市民ふれあい都市
宣言の啓発物品としてウェット
ティッシュを作成し、窓口等で配
布した。

自治会やボラ
ンティア等と
の協働によ
り、よりよい
まちづくりが
進んでいると
思う市民の割
合

％ 46.4 42.3

　市民活動団体等に対
し、活動拠点や交流の
場を提供するととも
に、活動支援や人材育
成を行います。

市民活動
推進事業

①ボランティア相談を実施した。
・相談件数 14件
②ボランティア講座を開催した。
・講座開催回数 ３回
③市民活動補償制度を運用した。
・対象事故件数 ３件
④ボランティア団体及び市民活動
団体に対し、補助金を交付した。
・交付団体数 ９団体

ボランティア
や市民活動へ
の参加の意欲
が高まった人
の割合

％ 100.0 100.0
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　神奈川県が開発した
スマートフォンアプリ
を活用し、SDGsつなが
りポイント事業として
「まちのコイン」を実
施するなど、SDGsの取
組を身近に感じられる
事業を展開します。

SDGｓ推進
事業

①SDGsつながりポイント事業「ま
ちのコイン」を実施した。
・登録ユーザー数　2,328人
　目標を300人以上上回る登録者数
を達成した。
・一部利用者に対して実施したア
ンケート結果として、SDGsの理解
が進んだと回答された方が85％以
上に上るなど、本事業により、市
民がSDGsの取組を身近に感じられ
るようになった。
②あつぎSDGsフェスティバルを実
施した。
・参加者数　1,200人
③あつぎSDGsパートナーを登録し
た。
・登録者数　65者



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　大規模災害発生時に
おける被害を最小限に
抑え、市民の生命、身
体及び財産を保護する
ため、震度分布図、液
状化分布図、最新の土
砂災害警戒区域、洪水
浸水想定区域を反映し
たオールハザードマッ
プを作成し、全戸配布
します。

オールハ
ザード
マップ等
作成事業

　令和３年度事業終了
オールハザー
ドマップの作
成・配布

－ 作成・配布 －

　地震被害想定調査結
果等を基に、各地区の
災害リスクを洗い出す
とともに、その対応策
をまとめた地区別防災
マップを市民と協働で
作成します。

地区別防
災マップ
作成事業

　令和３年度事業終了
地区別防災
マップの作成

－
作成

（完了）
－

　「自分たちのまちは
自分たちで守る」を合
言葉に活動する自主防
災隊及び避難所運営委
員会の育成・強化を図
るため、防災資機材等
取扱研修会及び市民防
災研修会を開催しま
す。

地域防災
力強化事
業

①防災指導員や防災推進員に対す
る資機材等の取扱研修会及び市民
防災研修会を開催した。
②自主防災隊の防災資機材倉庫の
計画的な修繕・移設を行った。

地域防災リー
ダー等の講習
会参加者数

人 17 679

防災訓練参加
者数

人 3,358 8,893

防災講習会受
講者数・震度
体験者数

人 930 3,661

　県による崩壊対策工
事の対象外となってい
る地域において、急傾
斜地等の崩壊から市民
の生命、財産を守るた
め、崩壊防止対策工事
費等の一部を補助しま
す。

急傾斜地
安全対策
事業

　急傾斜地等の崩壊から市民の生
命、財産を守るため、崩壊防止対
策工事費の一部を助成した。
・交付件数　４件

相談件数に対
する崩壊防止
対策工事実施
率

％ 50.0 55.0

　地震等の災害により
想定される被害を軽減
するとともに、「災害
に強いまちづくり」を
実現するため、過去の
災害から学んだ教訓や
対策等を計画に反映さ
せ、現状に即した計画
として改定します。

地域防災
計画改定
事業

　災害対策基本法改正による避難
情報の変更、南海トラフ地震防災
対策推進基本計画の改定、避難所
における感染症対策等に対応する
ため必要な修正を行った。

地域防災計画
の改定

－ － 改定
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　大規模な自然災害の
発生に備え、市民一人
一人の防災意識の高揚
を図り、災害対応力を
高めるため、総合防災
訓練や防災講習会、地
震体験車による震度体
験等を実施するととも
に、啓発用パンフレッ
ト等を配布します。

総合防災
訓練等事
業

①市及び自主防災隊において総合
防災訓練を実施した。
・参加人数　8,893人
②起震車による震度体験を実施し
た。
・実施件数　51件
・体験者数　3,661人

市民生活における安心・安全の向上を図る

防災・減災対策の充実・強化



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　防災行政無線を補完
する防災ラジオの購入
を希望する市民に対
し、有償配布を行いま
す。

新型防災
ラジオ整
備事業

　防災ラジオを市民へ有償配布し
た。
・Ｒ４市民有償配布　 279台
・2016-2022累計　3,841台

新型防災ラジ
オ配布台数
（2016-2023
年度累計）

台 3,566 3,841

　頻発化・激甚化する
風水害や切迫する大規
模地震への対策など、
多様化する災害に対応
した都市づくりを推進
するため、防災・減災
及び復興事前準備の方
針と取組を示す「厚木
市防災都市づくり計
画」を策定します。

防災都市
づくり計
画策定事
業

　防災・減災対策や復興事前準備
の取組等についての検討内容をま
とめ、防災都市づくり計画の素案
を作成し、市民参加手続を経て同
計画を策定した。

防災都市づく
り計画の策定

－ 検討 策定

　災害リスクの高いハ
ザードエリアからの移
転等を希望する市民に
対し、除却費等の一部
を補助します。
　また、「厚木市コン
パクト・プラス・ネッ
トワーク推進計画」に
定める居住誘導区域内
に移転する市民に対
し、移転費等の一部を
補助します。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　「厚木市居住誘導区域(がけ地近
接等危険住宅)移転事業補助金」の
補助金額を増額し、チラシの配布
や広報紙への掲載等により周知を
図った。

危険住宅移転
件数

件 0 0

　局地的集中豪雨によ
る都市機能等への影響
を及ぼす浸水被害の最
小化を図るため、本厚
木駅周辺に雨水貯留管
を整備します。

公共下水
道厚木排
水区浸水
被害軽減
事業【公
共下水道
事業会
計】

　厚木排水区浸水被害軽減総合計
画に基づく貯留管整備を継続して
実施し、令和５年３月に完了し
た。

雨水貯留施設
（北地区）整
備の進捗状況

－ 工事 工事・完成

　浸水被害が発生して
いる箇所の雨水管整備
を進め、浸水被害の解
消を図ります。

公共下水
道浸水対
策事業
【公共下
水道事業
会計】

　恩名３丁目、三田、上依知地内
において４件の雨水管整備工事を
実施した。

浸水対策工事
件数

件 3 4

氾濫危険水位
設定箇所数

か所 4 0

維持管理計画
作成河川数

河川 1 －
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市民生活における安心・安全の向上を図る

防災・減災対策の充実・強化

　市民が的確な避難行
動を選択することがで
きるよう、準用河川に
おける氾濫危険水位等
を設定します。
　また、治水対策とし
て、流下能力等の機能
を保全するため、河川
施設や河床整理に関す
る実施計画を作成しま
す。

準用河川
安全対策
事業

　治水対策として、準用河川恩曽
川の一級河川玉川合流点におい
て、堆積土砂の除去工事を行っ
た。
　また、厚木市河川等施設維持管
理方針に基づき、準用河川善明川
の維持管理計画策定に必要な現地
調査を実施した。



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

消防団員装備
品改善率

％ 18.0 81.8

大規模災害サ
ポート隊隊員
数

人 61 64

相川分署整備
の進捗状況

－
建設・解体

工事
解体工事

南毛利分署整
備の進捗状況

－
建設・解体

設計
解体工事

睦合分署消防
訓練場整備の
進捗状況

－
測量業務・
実施設計

解体改修工
事・訓練施

設設置

高圧容器（空
気ボンベ）更
新整備本数

本 25 20

陽圧式化学防
護服整備着数

着 4 4

消防用ホース
更新整備本数

本 50 42
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市民生活における安心・安全の向上を図る

　地域防災力の中核と
して活動する消防団員
の活動環境の充実を図
るため、安全装備品等
を整備します。
　また、消防活動を後
方から支援する厚木市
大規模災害サポート隊
の充実を図ります。

消防団活
性化事業

①消防団員装備品の改善及び消防
団安全装備品の整備を行った。
・活動服　　　　78着
・防火衣　　　　35着
・ヘッドライト　520個
②大規模災害サポート隊の体制の
充実を図った。
・隊員数　64人
　（令和５年３月31日現在）

防災・減災対策の充実・強化

　消防・防災拠点であ
る消防庁舎機能の充実
を図るため、施設の整
備及び改修を行いま
す。

消防庁舎
整備事業

①旧相川分署の解体工事が完了し
た。
②旧南毛利分署の解体工事が完了
した。
③睦合分署消防訓練場の再整備工
事が完了し、新たな訓練施設とし
て訓練用模擬家屋を整備した。

　複雑多様化、大規模
化する災害に的確に対
応するため、消防資器
材を計画的に整備し、
消防力の充実・強化を
図ります。
　また、ウイルスやテ
ロ災害等に対応するた
めの特殊災害資器材を
整備し、市民の安心・
安全を確保します。

消防資器
材整備事
業

　複雑多様化する災害で消防活動
を迅速かつ効果的に展開するた
め、最新鋭の消防資器材やテロ災
害などの特殊災害に対応する資器
材を整備し、市民の安心・安全を
確保した。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　市民生活における
様々な悩みや問題を解
決に導くため、市民相
談員や市職員が相談に
応じる一般相談のほ
か、弁護士や税理士等
の専門家による特別相
談を実施します。

市民相談
事業

①一般相談を実施した。
　相談件数　2,457件
②11項目の特別相談を実施した。
　相談件数　947件

市民相談受理
件数

件 2,908 3,404

刑法犯認知件
数（暦年）

件 1,131 1,102

青色回転灯搭
載車（青パ
ト）台数

台 98 131

特殊詐欺被害
件数（暦年）

件 10 38

　客引き行為等指導員
によるパトロール等を
実施するとともに、自
治会、商店街、警察等
との協働による環境浄
化パトロール活動を実
施し、本厚木駅周辺に
おける体感治安の向上
及び犯罪の未然防止を
図ります。

本厚木駅
周辺環境
浄化対策
事業

①あつぎセーフティーステーショ
ン番屋において、防犯に関する
様々な情報を発信し、防犯意識を
高めた。
②番屋配置の客引き行為等指導員
10人（ローテーション）による本
厚木駅周辺のパトロールを実施し
て客引き行為等を防止し、公共の
場所を安心して安全に利用できる
生活環境の確保に努めた。
③年末年始における街頭犯罪防止
特別パトロールを委託により実施
した。(５日間)
④本厚木駅周辺環境浄化対策協議
会による環境浄化パトロールを実
施した。

「本厚木駅周
辺の体感治安
がよくなっ
た」と回答し
たケータイ
SOSネット登
録者の割合

％ 71.9 44.0

　振り込め詐欺、悪徳
セールス、架空請求、
アポイント電話等の被
害から、市民の財産を
守るため、迷惑電話防
止機能付き電話機等の
購入費の一部を補助し
ます。

振り込め
詐欺等防
止装置購
入費補助
事業

　迷惑電話防止機能付き電話機等
の購入費補助制度について、広報
あつぎや自治会の回覧等で周知を
図り、申請者に補助金を交付し
た。
・交付件数　306件

特殊詐欺被害
件数（暦年）

件 10 38
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　市民安全指導員によ
るパトロールの実施
や、地域において青色
回転灯搭載車（青パ
ト）を運用して自主防
犯活動を実施する団体
に補助金を交付するこ
とにより、街頭犯罪の
未然防止と地域の自主
防犯活動を推進しま
す。

防犯対策
事業

①防犯意識の向上を図るため、番
屋、移動番屋で防犯用啓発物品の
配布をするとともにケータイＳＯ
Ｓネットによる防犯情報の配信を
行った。
②防犯パトロール隊による市内巡
回パトロールや移動番屋等を実施
した。
・防犯パトロール隊　７人
③地域の自主防犯活動を強化する
ため、地域の青パト活動に対し、
交付金を交付した。
・交付団体数　14団体

市民生活における安心・安全の向上を図る

安心・安全な環境の整備



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

刑法犯認知件
数（暦年）

件 1,131 1,102

防犯カメラを
設置する自主
防犯活動団体
（自治会等）
数

団体 4 4

セーフコミュ
ニティに関す
る研修会参加
者数

人 885 1,070

「事故やけが
などがない健
康で安心・安
全に暮らせる
まちづくりが
推進されてい
る」と思う市
民の割合

％ 41.6 37.0

研修会の参加
者数

人 225 371

セーフコミュ
ニティに関す
る研修会等参
加者のセーフ
コミュニティ
に対する意識
高揚度

％ 94.1 92.0

消費生活苦情
相談完結率

％ 99.5 100.0

消費生活に関
する講演会・
講座参加者及
び移動番屋等
での啓発者数

人 21,468 7,497

　交通安全の啓発や交
通指導を実施するとと
もに、交通安全教育や
交通安全指導者の育
成、児童・高齢者等へ
の啓発活動を実施しま
す。
　また、交通関係団体
が実施する交通安全啓
発活動等を支援しま
す。

交通安全
対策事業

①市内各所で交通安全関係団体に
よる立哨及び啓発活動を実施し
た。
②交通安全教育を実施した。
・保育園等　17園　1,197人
・小学校　　21校　5,045人
・高校　　　５校　1,470人

交通事故発生
件数（暦年）

件 711 617
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　自主防犯活動団体
（自治会等）が設置す
る防犯カメラの設置に
要する費用の一部を補
助することにより、地
域の防犯力を強化し、
市民の体感治安の向上
を図ります。

安心・安
全対策整
備事業

　申請のあった自主防犯活動団体
（自治会等）に対し、防犯カメラ
の設置費の一部を補助した。
・交付団体数及び設置台数　４団
体７台

市民生活における安心・安全の向上を図る

安心・安全な環境の整備

　誰もがいつまでも健
康で安心・安全に暮ら
せるまちを目指し、市
民や行政等が協働して
事故やけがの予防対策
に取り組み、セーフコ
ミュニティ活動を推進
します。

セーフコ
ミュニ
ティ推進
事業

　安心・安全に関する講習会等の
実施により、セーフコミュニティ
の活動を周知するとともに、安
心・安全に関する意識の高揚を
図った。
・参加者数　1,070人

　地域の安心・安全に
関する課題抽出や対策
などを行う研修会や
ワークショップの開催
を支援します。

地域セー
フコミュ
ニティ活
動推進事
業

　セーフコミュニティの継続的な
推進に向け、セーフコミュニティ
総合指導員を地域に派遣して、講
習会を実施し、啓発活動を行っ
た。
・参加者数　371人

　消費者トラブルに巻
き込まれた方への相談
業務を行うとともに、
消費者トラブルの未然
防止を図るため、啓発
活動を実施します。

消費生活
相談・消
費者意識
啓発事業

①専門知識を有する消費生活相談
員による適切な相談を実施した。
②成年年齢が引き下げられたこと
から特に若年層に対する消費者ト
ラブル未然防止の意識啓発を行っ
た。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

児童の自転車
ヘルメット着
用率

％ 74.1 75.5

スケアード・
ストレイト教
育により交通
安全に対する
意識が向上し
た生徒の割合

％ 100.0 100.0

　放置自転車の指導啓
発・整理業務、移動保
管料の徴収及び移動作
業業務を実施し、放置
自転車の減少を目指す
とともに、良好な生活
環境を保持します。

放置自転
車対策事
業

　駅周辺の良好な生活環境の保持
及び安全で快適な市民生活を確保
するため、放置自転車の回収を
行った。
・放置自転車の回収台数  657台
（内訳）
　引取・警察引取　　　167台
　リサイクル　　　　　161台
　処分済　　　　　　　113台
　保管中　　　　　　　216台

放置自転車年
間移動台数

台 649 657

　児童・生徒の登下校
時における安全を確保
するため、防犯ブザー
を配布するとともに、
学童通学誘導員を配置
します。

児童・生
徒登下校
等安全推
進事業

①市立各小学校新１年生及び市立
各中学校希望者用に防犯ブザーの
購入、配布を行った。
②通学路の安全確保のため、学童
通学誘導員の配置等を行った。

児童の防犯ブ
ザー携帯率

％ 88.3 89.6
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　幼児や児童、高齢者
等を対象に、自転車ヘ
ルメットの購入費用の
一部を助成するととも
に、一定の要件を満た
す方を対象に、幼児２
人同乗用自転車の購入
費の一部を助成しま
す。
　また、交通ルール遵
守及び交通マナーの向
上により一層取り組む
ため、市内中学生を対
象にスケアード・スト
レイト教育技法による
自転車安全教室を実施
します。

自転車安
全促進事
業

①自転車ヘルメット購入費用の一
部助成を行った。
・1,684件
②幼児２人同乗用自転車購入費用
の一部助成を行った。
・６件
③スケアード・ストレイト自転車
安全教室を実施した。
・実施校
　東名中・南毛利中・相川中・
　藤塚中・森の里中

市民生活における安心・安全の向上を図る

安心・安全な環境の整備



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　生活利便施設が不足
している地域におい
て、スーパーやコンビ
ニエンスストア、診療
所などの立地を促進す
るため、事業者に対し
施設整備等に係る費用
の一部を補助します。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　「厚木市生活利便施設立地促進
事業補助金」の補助内容を拡充
し、周知を図るとともに、スー
パー１件及び診療所２件に対する
交付決定を行った。

スーパーマー
ケット・ド
ラッグストア
の徒歩圏人口
カバー率

％ 79.7 80.4
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魅力的な生活圏を形成する

快適な生活環境の創出



具体的な施策　３

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

コミュニティ
交通利用者数

人 2,905 4,053

コミュニティ
交通運行管理
事業補助金交
付

－ 実施 実施

コミュニティ
交通導入検討
地区数（累
計）

地区 2 3

　路線バスの定時性及
び速達性の確保のた
め、バスレーンや信号
制御方法の変更等を検
討し、路線バスの利便
性向上を図ります。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　国道246号水引交差点付近におけ
るバス路線の交通混雑の解消に向
けて、厚木高校付近から相模大橋
付近までの区間において道路交通
の整流化を図るため、交通管理者
等との協議を行い、中央公園西交
差点の信号現示の調整を実施し
た。

路線バス定時
性確保対策

－ 調査検討 協議検討

バス停上屋又
はベンチ設置
箇所数

か所 1 2

ノンステップ
バス導入台数

台 0 0

ユニバーサル
デザインタク
シー導入台数

台 0 0

　地域住民等の移動
ニーズに対応するため
に、交通事業者が行う
次世代モビリティシス
テムの導入を支援し、
地域公共交通の確保・
維持を図ります。

次世代モ
ビリティ
システム
検討事業

　次世代モビリティに関する研修
会等に参加し、導入についての調
査研究を行った。

次世代モビリ
ティシステム
に関するセミ
ナー等への参
加回数

回 8 8

　厚木秦野道路の早期
整備を促進するため、
国の「用地国債先行取
得制度」を活用し、国
に代わって事業用地を
先行取得します。

厚木秦野
道路用地
取得事業
（用地国
債）【公
共用地取
得事業特
別会計】

　厚木秦野道路の建設事業を強力
に促進するため、国の用地国債先
行取得制度を活用し、道路整備に
必要な用地を国に代わって先行取
得した。
・取得筆数及び面積
　18筆　6,032.15㎡

用地取得執行
率

％ 99.1 95.6

厚木環状３号
線整備延長
（L=1,700
ｍ）
（2018-2023
年度累計）

ｍ 1,202 1,504

本厚木下津古
久線整備延長
（L=1,700
ｍ）
（2018-2024
年度累計）

ｍ 161 358
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　都市計画道路を整備
し、安全で快適な市民
生活を確保するととも
に、交通混雑の解消を
図ります。

街路整備
事業

①都市計画道路厚木環状３号線に
おいて、13件の設計・測量等委託
を実施するとともに、９件の整備
工事を実施した。また、２件の継
続工事の進捗を図った。
②都市計画道路本厚木下津古久線
において１件の委託を実施すると
ともに、３件の地盤改良工事及び
１件の早期整備工事を実施した。
③都市計画道路上今泉岡津古久線
において１件の予備設計を実施し
た。

　路線バスを補完する
日常生活に必要な移動
手段の確保を目的とし
て、地域住民との協働
によりコミュニティ交
通の導入を検討し、実
施します。

コミュニ
ティ交通
運行事業

①鳶尾、まつかげ台、みはる野地
区で、継続運行を実施するととも
に、毛利台地域ではアンケート調
査の結果を基に、実証実験を実施
した。
②導入検討地域であるアメニティ
ヒル本厚木にお住まいの住民を対
象に日常の移動に関するアンケー
トを実施した。

　交通事業者に対し、
ノンステップバスやユ
ニバーサルデザインタ
クシーの導入、バス停
留所の上屋等の設置に
要する費用の一部を補
助します。

地域公共
交通対策
事業

①バス事業者が行うバス停上屋及
びベンチの設置における事業費に
対し、補助金を交付した.
②ＳＤＧｓやカーボンニュートラ
ルの達成に向け、モビリティ・マ
ネジメントの取組として「あつぎ
ノーマイカーデー」を実施した。

魅力的な生活圏を形成する

利便性の高い交通環境の充実



具体的な施策　３

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　地域の主要道路とし
て、地域間の連続性、
通行の円滑性及び安全
性等の観点から、計画
的に拡幅改良を実施
し、地域交通環境の有
効な改善を図ります。

幹線市道
新設改良
事業

①金田妻田線において１件の道路
改良工事を実施した。
②白根才戸線において１件の設計
委託を実施した。

整備延長 ｍ 31 85

　交通支障の発生する
交差点等において、交
通の円滑化を図るため
の改良を行います。
　また、安全性を向上
するため、即効性の高
い交差点改良を実施し
ます。

交差点等
改良事業

　（仮称）戸田バス停北側交差点
において改良工事を実施した。

整備箇所数 か所 2 1

　１・２級市道に係る
歩行者の通行（通学路
や公共施設周辺）の安
全性に考慮し、計画的
な歩道整備を実施しま
す。特に、バリアフ
リーの視点から安全か
つ円滑な歩行空間の確
保に努めます。

歩道整備
事業

※令和４年度から事業合併により
通学路安全整備事業の一部となっ
たため、歩道整備事業としての実
績はなし。

整備延長 ｍ 305 －

　自転車ネットワーク
を構成する路線を対象
に、安全で快適な自転
車走行空間を創出する
ため、計画的に整備し
ます。

自転車走
行空間整
備事業

　市道辻戸室線において、自転車
の走行位置を明示する車道混在型
の路面標示等を実施した。

自転車走行空
間整備延長

km 1.2 1

　都市計画道路の整備
に必要な道路用地の取
得及び物件移転補償を
行います。

街路用地
取得事業

　酒井長谷線等都市計画道路の整
備事業に必要な用地の取得及び支
障物件の移転補償を行った。

都市計画道路
の用地買収着
手路線数

路線 3 3

生活道路用地
取得着手路線
数

路線 19 26

幹線道路等用
地買収着手路
線数

路線 3 －
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　幹線市道、１・２級
市道、一般生活道路の
新設・拡幅などの道路
改良事業に必要な道路
用地の取得及び物件移
転補償を行います。

道路整備
用地取得
事業

　１・２級市道及び一般生活道路
の新設、拡幅等道路改良事業に必
要な用地の取得及び支障物件の移
転補償を行った。

魅力的な生活圏を形成する

利便性の高い交通環境の充実



具体的な施策　３

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

里地里山保全
等活動協定地
の総面積

ha 6.7 6.7

里地里山の保
全や活用が進
んでいると思
う市民の割合

％ 28.1 25.6

　谷戸や水辺を再生
し、多様な動植物の生
育環境の再生・保全を
図り、市民が自然観察
や散策など、水辺と親
しめる環境を整備しま
す。

谷戸水辺
再生事業

　令和３年度事業終了
谷戸水辺再生
箇所数（累
計）

か所 4 －

親水広場を活
用した環境学
習の実施回数

回 1 2

相模川三川合
流点地区にお
ける水辺交流
拠点整備の推
進状況

－
民間活力導
入調査、事
業手法選定

関係機関協
議

新規・既存公
園整備箇所数

か所 18 33

防災用ベンチ
整備公園数
※カッコ内は
総数

公園
1

(78)
12

(90)

　「緑のまつり」を開
催することにより、緑
に触れ合い、親しみな
がら緑の大切さの育成
を図ります。

緑を豊か
にする事
業

　緑のまつりの代替事業として、
花壇装飾、さつき盆栽や山野草の
展示会、緑を豊かにする講演会等
を実施した。

緑を大切にす
る必要がある
と思うイベン
ト参加者の割
合

％ 0.0 100.0
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　里地里山の保全と再
生の促進を図るため、
保全活動を実施する団
体に補助金を交付する
ほか、助言や相談など
総合的な支援を行いま
す。

里地里山
保全等促
進事業

　活動団体との意見交換会を８月
に開催し、現状や課題の把握に取
り組んだ。また、市が認定する８
団体に対して、補助金の交付や定
期的なヒアリングなど活動支援を
実施した。

　恩曽川に整備された
親水広場や善明川を活
用し、近隣小学校の児
童による環境学習を実
施します。
　また、相模川三川合
流点地区において、水
辺と人とのふれあいを
より身近にする憩いと
活動の場を整備しま
す。

水辺ふれ
あい創出
事業

①恩曽川及び善明川において、水
辺ふれあい事業を実施した。
・６月22日（恩曽川・地蔵橋親水
広場）増水のため中止
・６月29日（恩曽川・高坪橋親水
広場）
・８月31日（善明川・長坂山ノ根
水辺の広場）
②相模川水辺ふれあい拠点創出事
業については、地元と商業・観光
等関係団体の代表者により構成さ
れた「相模川三川合流点地区利用
調整協議会」を設置し、都市・地
域再生等利用区域の指定を受け
た。
③相模川水辺ふれあい拠点の実施
設計を担う業者を公募プロポーザ
ル方式で選定をした。

　施設の老朽化や機能
の低下、樹木により見
通しが悪い公園等を安
心して過ごすことがで
きる公園として改修す
るとともに、健康増進
やバリアフリー化等の
市民ニーズに対応した
公園として整備しま
す。

公園緑地
整備事業

①公園の整備等工事を実施した。
・整備等公園数　33公園
②防災ベンチを整備した。
・設置公園数　12公園

魅力的な生活圏を形成する

憩いや安らぎの場の創出



具体的な施策　４

主な取組　①

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

「社会環境の
変化や市民
ニーズに的確
に対応した行
政運営が行わ
れている」と
思う市民の割
合

％ 33.9 29.5

第７次行政改
革の推進度

％ 87.3 83.6

RPA導入業務
数（累計）

件 9 20

　予算削減や財源確保
の努力を評価する仕組
みを研究するととも
に、事業見直しに資す
る新たな仕組みを検討
し、事業のスクラッ
プ・アンド・ビルドや
事業内容の見直しを積
極的に行います。

事業の積
極的な見
直し

①予算編成方針に基づき、各課等
から検討経過等を聴取し、事業の
実績や社会情勢等を踏まえたゼロ
ベースからの見直しを徹底した。
②事務事業評価制度を構築し、試
行実施した。

指標なし

　ふるさと納税の活
用、広告掲載事業の推
進及び国庫等補助金の
確保等により、自主財
源を積極的に確保しま
す。

自主財源
の確保

①広告掲載事業民間提案制度を創
設し、民間提案の募集を開始する
など、自主財源の積極的な確保に
努めた。
②財政運営に当たり、コロナ収束
に向かう中、国庫補助金等の特定
財源を確保するとともに、税や料
だけでなく、ふるさと納税や債券
運用等自主財源の確保について積
極的に取り組みを行った。
・ふるさと納税寄附額（個人及び
団体）
　14億4,502万5千円
・財政調整基金等運用収入額
　1,906万2千円

指標なし

　債権回収業務のノウ
ハウの共有、関係課の
連携強化及び債権収納
率向上のための研究を
行い、市債権を確実に
収納します。

市債権の
収納強化

　各債権所管課等による会議を行
い、収納率向上に向けた課題の整
理や取組についての情報交換を行
うとともに、国民健康保険料及び
介護保険料の滞納繰越分を全件移
管し、徴収に取り組んだ。

指標なし
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　「第７次厚木市行政
改革大綱実施計画」を
着実に推進するととも
に、市民の声を取り入
れた効果的かつ効率的
な行政運営を行うた
め、「市民参加型外部
評価」を実施します。
　また、更なる業務の
効率化や生産性の向上
を図るため、RPA等の新
技術を導入します。

行政改革
推進事業

①市民参加型外部評価を実施し、
事業の見直しを行った。
・対象事業　７事業
②業務の効率化及び生産性の向上
を図るため、RPA及びAI-OCRの対象
業務を拡大した。
・RPA導入　20業務
・AI-OCR導入　23業務

積極的な財源の確保

自主・自立のまちづくりを推進する



具体的な施策　４

主な取組　②

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　「厚木市人材育成基
本方針」に基づき、
「風通しの良い職
場」、「キャリアプラ
ン」、「意識向上」、
「人事管理」、「人材
確保」、「能力開発」
の六つの視点から人材
育成に取り組みます。

人材育成
基本方針
に基づい
た取組の
推進

①第７次行政改革の取組として、
研修に参加しやすい環境整備に取
り組むなど、職員の能力向上に努
めた。
②人材育成基本方針に基づき、庁
内研修、派遣研修、職場研修を実
施し、職員一人一人が職位ごとに
必要とされる能力開発に努めた。

指標なし

　「第２次厚木市定員
管理方針」に基づき、
質の高いサービスを継
続的に提供していくた
め、職員年齢構成の平
準化及び人件費の抑制
を図りながら、適正な
職員数の確保に取り組
みます。

定員管理
方針に基
づく取組
の推進

①定員管理方針に基づき、業務量
の増減に合わせ適切な定員管理に
努めた。
②11取組22項目のうち、実施に向
け検討段階のものを除いた10項目
20取組について、実施又は一部実
施した。

指標なし
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自主・自立のまちづくりを推進する

庁内組織体制の最適化と人材育成



具体的な施策　４

主な取組　③

取組内容 事業名 R4取組実績 取組指標 単位 R3実績値 R4実績値

　「厚木市公共施設最
適化基本計画」及び
「公共施設個別施設計
画」に基づき、公共施
設の維持管理等費用の
軽減・平準化を図るた
め、施設の設置目的及
び利用状況等を考慮し
ながら、公共施設のよ
り効率的かつ効果的な
維持管理・運営方法及
び適正配置を推進しま
す。

公共施設
最適化推
進事業

　厚木市公共施設最適化基本計画
及び公共施設個別施設計画に基づ
き、対象となる事業の計画的な取
組を推進した。また、計画に基づ
く取組の進行管理を行った。
・対象施設数　３施設

第１期短期再
編プログラム
の進捗率

％ 45.5 63.6
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自主・自立のまちづくりを推進する

公共施設の適正配置の推進


